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広報 

神
秘
の
島
　
沼
島

神
秘
の
島
　
沼
島

　
　
　
舞
う
魂
、

　
　
　
舞
う
魂
、命
の
躍
動

命
の
躍
動

神
秘
の
島
　
沼
島

　
　
　
舞
う
魂
、命
の
躍
動

　
万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
た
沼
島
の
海
人
族
。
そ
の
勇
壮
な
る

　
万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
た
沼
島
の
海
人
族
。
そ
の
勇
壮
な
る

血
は
、
時
代
を
経
て
沼
島
水
軍
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。

血
は
、
時
代
を
経
て
沼
島
水
軍
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。 

　
五
月
四
日
、
八
幡
宮
の
ま
つ
り
で
は
勇
猛
さ
を
競
い
次
々

　
五
月
四
日
、
八
幡
宮
の
ま
つ
り
で
は
勇
猛
さ
を
競
い
次
々

と
だ
ん
じ
り
が
海
に
飛
び
込
ん
で
い
き
ま
す
。

と
だ
ん
じ
り
が
海
に
飛
び
込
ん
で
い
き
ま
す
。 

あ  

ま 

　
万
葉
集
に
も
詠
ま
れ
た
沼
島
の
海
人
族
。
そ
の
勇
壮
な
る

血
は
、
時
代
を
経
て
沼
島
水
軍
に
引
き
継
が
れ
ま
し
た
。 

　
五
月
四
日
、
八
幡
宮
の
ま
つ
り
で
は
勇
猛
さ
を
競
い
次
々

と
だ
ん
じ
り
が
海
に
飛
び
込
ん
で
い
き
ま
す
。 

あ  

ま 
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昨
年
は
二
十
三
号
を
は
じ
め
台
風
が
三
度
淡
路
島
を
直
撃
し
、

暴
風
や
集
中
豪
雨
、
高
潮
に
よ
り
島
内
至
る
と
こ
ろ
で
甚
大
な
被

害
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
市
で
は
早
期
復
旧
に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、

未
だ
痛
ま
し
い
爪
跡
を
残
し
て
お
り
、
梅
雨
前
線
の
わ
ず
か
な
雨

で
も
二
次
災
害
が
発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
大
災
害
発
生

時
に
は
防
災
関
係
機
関
の
対
応
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
に
地
域
で
助
け
合
い
が
で
き
る
よ
う
「
事
前
の
準

備
」
と
「
心
構
え
」
を
万
全
に
し
て
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。 

　
い
ざ
と
い
う
と
き
に
混
乱
し
な

い
た
め
に
も
、
家
族
一
人
ひ
と
り

の
役
割
を
話
し
合
う
と
と
も
に
、

緊
急
時
の
連
絡
方
法
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
家
の
内
外
を
チ
ェ
ッ
ク

し
、
雨
ど
い
や
側
溝
の
掃
除
、
危

険
箇
所
の
修
理
や
補
強
、
さ
ら
に

浸
水
の
恐
れ
が
あ
る
地
域
は
家
財

道
具
を
高
い
と
こ
ろ
へ
移
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。 

　
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
で
警
報
、
注
意
報
な

ど
の
情
報
を
把
握
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。
た
だ
し
、
台
風
二
十
三
号

時
の
十
一
時
〜
十
八
時
の
エ
リ
ア

別
降
雨
量
予
測
は
一
五
四
㍉
で
し

た
が
、
実
際
の
降
雨
量
は
三
五
二

㍉
で
二
倍
以
上
の
誤
差
が
あ
り
ま

し
た
。
予
報
を
過
信
し
た
行
動
は

控
え
ま
し
ょ
う
。 

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
統
計
デ

ー
タ
に
よ
る
と
、
被
災
者
の
約
八

十
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が
地
域
の
人

た
ち
に
よ
り
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
デ
ー
タ
か
ら
見
て
も
災
害
時
に

は
、
地
域
で
の
助
け
合
い
が
非
常

に
重
要
に
な
り
ま
す
。
現
在
、
市

で
は
各
地
域
で
自
主
防
災
組
織
の

確
立
を
進
め
て
い
ま
す
。
自
主
防

災
組
織
は
災
害
に
強
い
地
域
を
目

指
し
て
、
日
頃
か
ら
防
災
環
境
の

確
認
や
訓
練
の
実
施
、
資
機
材
の

点
検
な
ど
を
行
い
、
災
害
時
に
は

効
率
的
に
防
災
活
動
を
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
各
地

域
で
組
織
を
確
立
し
ま
し
ょ
う
。 

▼
台
風 

　
台
風
の
大
き
さ
は
「
風
速
毎
秒

十
七
・
二
㍍
以
上
の
半
径
」
、
強

さ
は
「
最
大
風
速
」
で
表
さ
れ
て

い
ま
す
。
※
気
象
庁
に
よ
る
風
速

は
十
分
間
の
平
均
速
度
。 

▲昨年10月の台風23号で冠水する国道28号（八木立石交差点） 

台
風
や
豪
雨
へ
の
備
え

防災

家
族
一
人
ひ
と
り
の

役
割
分
担

と
な
り
近
所
の

助
け
あ
い

気
象
情
報
の
収
集

　
市
で
は
雨
や
高
潮
等
の
規
模
に

よ
り
災
害
警
戒
本
部
ま
た
は
災
害

対
策
本
部
を
設
置
し
、
警
戒
ま
た

は
災
害
応
急
活
動
に
当
た
り
ま
す
。 

 

▼
災
害
警
戒
本
部 

　
災
害
警
戒
本
部
は
、
大
雨
注
意

報
や
高
潮
注
意
報
な
ど
が
発
表
さ

れ
、
か
つ
小
規
模
災
害
が
発
生
す

る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
南
淡
庁
舎

ま
ち
づ
く
り
・
防
災
課
に
設
置
。

中
田
勝
久
市
長
が
警
戒
本
部
長
に

な
り
、
職
員
が
市
内
の
河
川
や
道

路
等
の
警
戒
に
当
た
り
ま
す
。 

 
▼
災
害
対
策
本
部 

　
災
害
対
策
本
部
は
、
大
雨
警
報

や
洪
水
警
報
、
高
潮
警
報
な
ど
が

発
表
さ
れ
る
な
ど
、
災
害
が
発
生

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
南
淡
庁

舎
ま
ち
づ
く
り
・
防
災
課
に
設
置
。

同
時
に
各
庁
舎
に
現
地
災
害
対
策

本
部
を
設
置
し
、
被
害
状
況
の
取

り
ま
と
め
や
避
難
所
の
開
設
、
ま

た
、
消
防
団
や
町
内
会
等
と
連
携

し
防
災
応
急
対
策
を
行
い
ま
す
。 

３３m/s以上～４４m/s未満 強い 大型 
（大きい） 

超大型 
（非常に大きい） 

階　級 階　級 風速１７.２m/s以上の半径 

５００km以上 
８００km未満 

８００km以上 

最大風速 

非常に強い 

猛烈な 

４４m/s以上～５４m/s未満 

５４m/s以上 

■台風の強さと階級分け ■台風の大きさと階級分け 

市
の
防
災
体
制
を

知
っ
て
お
こ
う

■災害対策本部長　中田勝久市長 
■設置場所　南淡庁舎まちづくり・防災課 
※震度４程度以上の揺れを感じたときなど、津波発生の
　恐れがある場合は、南あわじ市文化体育館「元気の森
　ホール」に設置する。 
■現地災害対策本部 
　各庁舎に設置し、地域の状況を正確に把握し、災害応
　急対策を行う。 
　・緑庁舎（健康福祉部内） 
　　本部長　健康福祉部長 
　・西淡庁舎（都市整備部内） 
　　本部長　都市整備部長 
　・三原庁舎（農業振興部内） 
　　本部長　農業振興部長 
　・南淡庁舎（災害対策本部内） 
　　災害対策本部長が兼務 

南あわじ市災害対策本部

家の中と外の風水害対策……………

瓦のひび・ずれなどはないか。 
トタンのめくれ・はがれはないか。 

●屋根 

鉢植えや物干し竿など飛散の危険
が高いものは室内へ。 

●ベランダ 

ひび割れや破損箇所はないか。 
●ブロック塀 

雨どいに落ち葉や土砂が詰ま
っていないか。継ぎ目のはず
れや塗装のはがれ、腐りはな
いか。 
雨戸にガタツキやゆるみはな
いか。 

●雨どい・雨戸 

モルタルの壁に亀裂はないか。
板壁に腐りや浮きはないか。 
プロパンガスのボンベは固定
されているか。 

●外壁 

ひび割れ、窓枠のガタツ
キはないか。また強風に
よる飛来物などに備えて、
外側から板でふさぐなど
の処置を。 

●窓ガラス 

●むやみに外出しない。 
●飲料水を確保しておく（断水への備え）。 
●浸水の恐れがある場合、家財道具や寝具な
　どの生活用品を高い場所へ移動。 
●病人や乳幼児、障害者などを安全な場所へ。 

●停電に備えて懐中電灯や携帯ラジオの準
　備を。 
●避難に備えて貴重品や非常持出品の準備を。 
●台風情報を注意深く聞く。 

◆室内では 
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災
害
時
、
災
害
対
策
本
部
で
は

オ
フ
ト
ー
ク
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

告
知
放
送
、
広
報
車
、
携
帯
電
話

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
防
災
ネ
ッ
ト
」

な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
い
、
避

難
所
の
開
設
や
避
難
勧
告
、
災
害

情
報
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

市
か
ら
情
報
を
聞
き

迅
速
な
対
応
を

▼
避
難
勧
告
と
避
難
指
示 

　
災
害
時
、
市
か
ら
避
難
勧
告
ま

た
は
避
難
指
示
を
発
令
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
避
難
勧
告
は
災
害

が
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
所
に

発
令
さ
れ
、
避
難
指
示
は
避
難
勧

告
時
よ
り
状
況
が
悪
化
し
、
緊
急

に
避
難
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に

発
令
さ
れ
ま
す
。
発
令
さ
れ
た
場

所
は
近
く
の
避
難
所
へ
速
や
か
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
（
避
難
所

は
次
ペ
ー
ジ
参
照
） 

　
ま
た
、
避
難
勧
告
・
避
難
指
示

が
発
令
さ
れ
て
い
な
く
て
も
危
険

を
感
じ
た
場
合
は
自
主
避
難
し
て

く
だ
さ
い
。 

 

▼
自
治
会
・
自
主
防
災
組
織
へ
の

　
お
願
い 

　
市
内
に
は
低
地
帯
が
多
く
、
避

難
す
る
前
に
浸
水
し
て
し
ま
う
箇

所
が
多
く
あ
り
ま
す
。
自
治
会
・

自
主
防
災
組
織
は
避
難
勧
告
・
避

難
指
示
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
公

会
堂
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
施
設
を
避
難
所
と
し
て
開

設
し
、
地
区
住
民
の
避
難
を
呼
び

か
け
て
く
だ
さ
い
。 

　 ▼
南
あ
わ
じ
市
防
災
ネ
ッ
ト 

　
防
災
ネ
ッ
ト
で
は
市
内
の
火
災

情
報
や
津
波
避
難
勧

告
、
消
防
団
出
動
情

報
、
防
犯
情
報
な
ど
、

そ
の
時
々
に
応
じ
た

情
報
も
お
知
ら
せ
し

て
い
ま
す
。 

　
さ
ら
に
、
こ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
か
ら

自
分
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
登
録
し
て
い

た
だ
く
と
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
が
更
新
さ
れ

た
際
に
、
更
新
の
お

知
ら
せ
が
メ
ー
ル
で
届
く
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
の
設
定
を
し
て
お

け
ば
、
仕
事
な
ど
で
家
を
離
れ
た

場
合
で
も
、
地
元
で
災
害
が
発
生

し
た
と
き
に
メ
ー
ル
が
届
き
、
迅

速
な
対
応
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
　 

　
こ
の
防
災
ネ
ッ
ト
は
携
帯
電
話

だ
け
で
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
ご
覧
い
だ
だ

け
ま
す
。 

  

土
砂
災
害
の

種
類
と
兆
候
　
　
　 

　
勾
配
の
急
な
山
や
が
け
で
は
、

が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
、
土
石
流

な
ど
の
土
砂
災
害
が
発
生
し
や
す

い
の
で
、
大
雨
時
に
は
近
寄
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

次
の
兆
候
が
現
れ
た
と
き
は
、
早

め
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
し
ま
し

ょ
う
。  

 

▼
が
け
崩
れ
と
は 

　
大
雨
や
長
雨
に
よ
り
大
量
の
水

分
が
地
面
に
し
み
込
み
、
土
と
土

と
の
摩
擦
力
を
弱
め
、
不
安
定
に

な
っ
た
斜
面
が
急
に
崩
れ
落
ち
る

こ
と
を
い
い
ま
す
。 

【
兆
候
】 

①
小
石
が
落
ち
た
り
、
が
け
が
崩

　
れ
だ
す
。 

②
が
け
か
ら
急
に
水
が
吹
き
だ
す
。 

         

③
が
け
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。 

 

▼
地
す
べ
り
と
は 

　
粘
土
質
な
ど
の
す
べ
り
や
す
い

特
殊
な
土
質
を
境
に
上
部
の
斜
面

が
地
震
や
大
雨
な
ど
の
原
因
で
不

安
定
に
な
り
、
緩
や
か
に
滑
り
落

ち
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
な
だ
ら

か
な
斜
面
で
も
発
生
す
る
こ
と
が

あ
る
の
で
、
広
い
範
囲
に
被
害
が

お
よ
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

【
兆
候
】 

①
斜
面
か
ら
急
に
水
が
湧
き
だ
す
。 

②
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
り
は
じ
め

　
る
。 

③
斜
面
や
地
面
に
ひ
び
わ
れ
が
で

　
き
る
。 

       

▼
土
石
流
と
は 

　
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
水
を
含

ん
だ
大
量
の
土
砂
や
石
が
一
瞬
の

う
ち
に
谷
沿
い
に
津
波
の
ご
と
く

流
れ
落
ち
る
も
の
で
、
山
津
波
と

も
呼
ば
れ
ま
す
。
流
れ
落
ち
る
速

度
も
速
く
、
瞬
時
に
家
屋
や
道
路

な
ど
を
押
し
流
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

【
兆
候
】 

①
山
鳴
り
が
す
る 

②
流
れ
が
急
に
濁
っ
た
り
、
流
木

　
が
混
ざ
る
。 

③
降
雨
が
続
い
て
い
る
の
に
、
渓 

　
流
の
水
量
が
減
る
。 

          

避
難
す
る
と
き
の

注
意
点
　
　 

　
避
難
す
る
場
合
は
次
の
点
に
注

意
を
し
、
慌
て
ず
に
避
難
場
所
へ

移
動
し
ま
し
ょ
う
。 

①
避
難
す
る
前
に
、
も
う
一
度
火

　
元
を
確
か
め
、
戸
締
り
を
確
実

　
に
す
る
。 

②
懐
中
電
灯
、
ラ
ジ
オ
、
救
急
箱
、

　
貴
重
品
な
ど
を
携
帯
す
る
。 

③
ヘ
ル
メ
ッ
ト
な
ど
で
頭
を
保
護

　
し
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
を
着
用

　
す
る
。 

④
近
所
の
人
に
も
声
を
か
け
、
集

　
団
で
行
動
す
る
。 

 

安
全
な
避
難
経
路
を

決
め
て
お
こ
う 

　
自
分
の
地
域
の
指
定
避
難
所
を

確
認
し
、
安
全
で
効
率
的
な
避
難

経
路
を
決
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

【
緑
地
区
】 

・
広
田
小
学
校 

・
広
田
中
学
校 

・
緑
市
民
セ
ン
タ
ー 

・
緑
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー 

・
倭
文
小
学
校 

・
倭
文
中
学
校 

・
緑
防
災
セ
ン
タ
ー
し
づ
お
り
館 

【
西
淡
地
区
】 

・
松
帆
小
学
校 

・
御
原
中
学
校 

・
湊
小
学
校 

・
西
淡
公
民
館 

・
湊
防
災
セ
ン
タ
ー 

・
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー 

・
丸
山
地
区
公
民
館
（
旧
丸
山
小

　
学
校
） 

・
阿
那
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ 

・
伊
加
利
地
区
公
民
館
（
旧
伊
加

　
利
小
学
校
） 

・
西
淡
志
知
小
学
校 

【
三
原
地
区
】 

・
榎
列
小
学
校 

・
榎
列
公
民
館 

・
八
木
小
学
校 

・
八
木
地
区
公
民
館 

・
三
原
中
学
校 

・
三
原
健
康
広
場 

・
市
小
学
校 

・
三
原
公
民
館 

・
神
代
小
学
校 

・
神
代
地
区
公
民
館 

・
三
原
志
知
小
学
校 

・
倭
文
集
会
所 

【
南
淡
地
区
】 

・
福
良
小
学
校 

・
南
淡
公
民
館 

・
賀
集
小
学
校 

・
賀
集
地
区
公
民
館 

・
北
阿
万
小
学
校 

・
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー 

・
南
淡
中
学
校 

・
阿
万
小
学
校 

・
阿
万
地
区
公
民
館 

・
灘
小
学
校 

・
灘
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー 

・
沼
島
小
学
校 

・
沼
島
中
学
校 

・
沼
島
総
合
セ
ン
タ
ー 

 

開
設
状
況
の
問
い
合
わ
せ 

　
ま
ち
づ
く
り
・
防
災
課
（
☎
50

・
３
０
３
５
） 

▲災害時、広報にまわる災害情報車 

【南あわじ市防災ネット】 

http://bosai.net/minamiawaji/

住
宅
再
建
共
済
制
度 

九
月
か
ら
ス
タ
ー
ト 

　
兵
庫
県
で
は
、
全
国
に
先
駆

け
て
「
兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済

制
度
」
が
九
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
、
震
災
の
教
訓

を
踏
ま
え
、
貯
蓄
や
地
震
保
険

等
へ
の
加
入
に
よ
る
「
自
助
」

や
公
的
支
援
に
よ
る
「
公
助
」

の
限
界
を
埋
め
る
も
の
と
し
て
、

住
宅
所
有
者
が
助
け
合
い
の
精

神
に
基
づ
き
拠
出
し
た
負
担
金

に
よ
り
、
住
宅
再
建
を
支
援
す

る
「
共
助
」
の
仕
組
み
で
す
。 

　
保
険
と
は
異
な
る
た
め
、
既

存
の
地
震
保
険
等
と
組
み
合
わ

せ
て
加
入
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
わ
が
家

の
安
全
・
安
心
の
た
め
、
加
入

を
検
討
さ
れ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。 

■
加
入
負
担
金 

　
住
宅
所
有
者
が
任
意
で
加
入

で
き
、
初
年
度
は
月
五
百
円
。

次
年
度
か
ら
年
額
五
千
円
を
負

担
す
る
。 

■
給
付
対
象
・
給
付
額 

　
半
壊
以
上
の
被
害
を
受
け
た

加
入
者
が
対
象 

・
住
宅
を
再
建
、
購
入
し
た
場

　
合
は
、
六
百
万
円
を
給
付 

・
住
宅
を
補
修
し
た
場
合
は
、

　
全
壊
二
百
万
円
、
大
規
模
半

　
壊
百
万
円
、
半
壊
五
十
万
円

　
を
給
付 

・
住
宅
の
再
建
な
ど
を
し
な
い

　
場
合
は
、
居
住
確
保
給
付
金

　
（
十
万
円
）
を
給
付 

■
加
入
手
続
き 

　
加
入
手
続
き
は
、
七
月
頃
か

ら
県
民
局
や
市
町
の
窓
口
に
設

置
さ
れ
る
加
入
申
込
書
に
記
入

の
う
え
、
（
財
）
県
住
宅
再
建

共
済
基
金
に
郵
送
で
申
し
込
む
。 

■
問
い
合
わ
せ 

　
県
住
宅
防
災
課
（
☎
０
７
８
・

３
６
２
・
４
３
３
８
） 

　
（
財
）
県
住
宅
再
建
共
済
基

金
（
☎
０
７
８
・
３
６
２
・
９

４
０
０
） 

わ
が
家
の
安
全
・
安
心
に

い
ざ
と
い
う
時
の
県
住
宅
再
建
共
済
制
度

▲震災による火災で焼失した長田区の家屋 

４ 
広報 

こ
う
ば
い 



６ ７ 

市政ひろば 

広報 

２００５.６.１発行 

　
こ
れ
ま
で
の
免
除
制
度
で
は
、

本
人
の
所
得
が
低
く
て
も
同
居
し

て
い
る
世
帯
主
（
親
な
ど
）
の
所

得
が
高
い
と
保
険
料
の
納
付
が
免

除
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
そ
こ
で
、
四
月
か
ら
若
年
者
（
二

十
歳
代
）
の
方
を
対
象
に
、
世
帯

主
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
、
本
人

お
よ
び
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額

以
下
で
あ
れ
ば
、
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。 

 

【
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
】 

 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
承
認

を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
下
記

の
よ
う
に
な
り
ま
す
（
学
生
納
付

特
例
の
取
扱
と
同
じ
で
す
）
。 

 

【
申
請
手
続
き
】 

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
・
出
張
所
・

連
絡
所
・
支
所
へ
次
の
も
の
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。 

①
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

（
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
な
ど
） 

②
印
鑑 

③
失
業
を
理
由
と
す
る
と
き
は
、

　
雇
用
保
険
受
給
者
証
・
雇
用
保

　
険
被
保
険
者
離
職
票
等 

※
申
請
は
、
毎
年
必
要
で
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
☎
43
・

　
５
０
２
３
、
明
石
社
会
保
険
事

　
務
所
☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４

　
９
１
６ 

沼
島
の
新
た
な
玄
関
口 

　
沼
島
へ
の
海
上
ア
ク
セ
ス
の
玄

関
口
と
な
る
『
灘
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ

ン
タ
ー
』
が
四
月
二
十
九
日
、
完

成
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
施
設
は
今
ま
で
利
用
し
て

い
た
「
土
生
待
合
所
」
か
ら
約
四

百
メ
ー
ト
ル
東
の
位
置
に
あ
り
ま

す
。 

　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
瓦
葺
平
屋

建
で
、
駐
車
場
（
四
十
八
台
内
、

身
障
者
用
二
台
）
と
新
し
い
船
着

場
が
隣
接
し
て
い
ま
す
。
う
ず
し

お
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
楕
円
形
の
屋

根
に
は
淡
路
瓦
が
使
わ
れ
、
ま
た
、

大
き
な
窓
で
室
内
も
明
る
く
、
車

椅
子
の
方
に
も
配
慮
し
た
設
計
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
竣
工
式
で
は
、
関
係
者
約
四
十

人
が
出
席
し
、
中
田
市
長
が
「
こ

の
施
設
の
完
成
で
人
々
の
交
流
や

沼
島
の
産
業
の
活
性
化
を
期
待
で

き
る
」
と
喜
び
を
述
べ
ま
し
た
。 

▼
灘
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
完
成
を
祝
っ
て
の 

　
テ
ー
プ
カ
ッ
ト 

市  

政  

ひ  

ろ  

ば

年
金
だ
よ
り

灘
タ
ー
ミ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
完
成 

嫁
ヶ
渕
遺
跡
の
記
念
碑
が
完
成 

　
南
あ
わ
じ
市
の
誕
生
か
ら
は
や
、

五
か
月
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
地
図
上
で
は
ひ
と
つ
に
な
っ

た
と
は
い
え
、
旧
四
町
の
間
に
は
、

ま
だ
ま
だ
目
に
見
え
な
い
心
の
境

界
線
が
残
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い

ま
す
。
四
町
の
歴
史
や
地
域
性
、

魅
力
な
ど
は
違
っ
て
は
い
ま
す
が
、

せ
っ
か
く
合
併
し
た
の
で
す
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
の
す
ば
ら
し
さ
を
ひ
と

つ
に
し
て
こ
そ
、
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
や
市
政
運
営
に
生
か
さ
れ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
良
さ
を
生
か

し
な
が
ら
、
一
日
も
早
く
、
心
の

境
界
線
を
な
く
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

誇
り
を
持
つ 

　
さ
て
、
南
あ
わ
じ
市
が
誕
生
し

て
、
誇
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

数
字
上
の
こ
と
で
す
が
、
南
あ
わ

じ
市
と
今
年
四
月
に
誕
生
し
た
淡

路
市
、
洲
本
市
と
五
色
町
が
来
年

二
月
十
一
日
に
合
併
し
て
誕
生
す

る
洲
本
市
、
こ
れ
ら
の
現
時
点
で

の
人
口
、
面
積
を
島
内
で
比
較
す

る
と
、
南
あ
わ
じ
市
は
一
位
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
限
ら
ず
、
農
業

や
漁
業
、
瓦
産
業
、
観
光
業
、
そ

の
他
に
お
い
て
も
、
淡
路
の
中
で

は
群
を
抜
い
て
い
ま
す
。
比
較
だ

け
で
善
し
悪
し
を
決
め
る
の
は
問

題
が
あ
り
ま
す
が
、
隣
の
ま
ち
に

負
け
な
い
ぞ
と
い
う
思
い
を
持
つ
、

自
分
の
ま
ち
に
誇
り
を
持
っ
て
頑

張
る
と
い
う
こ
と
も
、
ま
ち
づ
く

り
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

市
の
向
か
う
方
向 

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
こ

れ
か
ら
市
政
を
取
り
組
む
に
あ
た

っ
て
の
三
つ
の
方
向
性
を
考
え
ま

し
た
。
①
市
民
の
皆
さ
ん
が
誇
れ

る
ま
ち
と
な
り
、
旧
町
意
識
を
越

え
て
気
持
ち
の
調
和
を
図
り
、
助

け
合
い
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
。
②
市
と
し
て
の
政
策
、
市

長
の
考
え
を
市
民
に
知
ら
せ
て
い

く
。
何
を
主
に
取
り
組
ん
で
い
る

か
？
何
が
問
題
か
？
な
ど
を
知
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
。
③
市

民
が
自
ら
考
え
、
動
き
、
活
動
す

る
。
市
と
し
て
、
可
能
な
限
り
、

そ
の
よ
う
な
努
力
が
報
わ
れ
る
よ

う
に
支
援
し
て
い
く
。
そ
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。 

　
四
つ
の
ま
ち
が
ひ
と
つ
に
な
り
、

交
流
や
融
和
の
波
が
広
が
っ
て
い

く
。
合
併
し
て
よ
か
っ
た
と
い
え

る
市
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
御
力
添
え
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

貴
重
な
文
化
財
を 

記
録
保
存 

神
代
地
区
に
安
心
安
全
な
公
園 
神
代
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
完
成 

「
保
険
料
が
高
く
て
納
付
で
き
な
い
」
そ
ん
な
２０
歳
代
の
方
は
 

若
年
者
納
付
猶
予
制
度
の
ご
利
用
を
 

10年以内なら納めることがで 
きます 
（ただし、2年を過ぎると当時 
の保険料に一定の加算がつ 
きます） 

納付済み期間と同じ扱いです 

老齢基礎年金を請求するときは 

後から保険料を納めることは 

老齢基礎年金額の計算では 

受給資格期間に入ります 

年金額には反映しません 

障害・遺族基礎年金を請求す 
るときには 

若年者納付猶予制度の承認期間 

第3回南あわじ市議会定例会日程

第1日目

第2日目

第3日目

第4日目

第5日目

第6日目

第7日目

第8日目

施政方針・新年度予算の説明質疑ほか

新年度予算の質疑ほか

追加議案の上程・質疑ほか

付託議案の審査

平成17年度予算の審査

平成16年度旧町および
郡広域公営企業法適用
による特別会計

各常任委員会審査報告・表決

一

般

質

問

6月3日㈮

6月6日㈪

6月7日㈫

6月8日㈬

6月9日㈭

6月10日㈮

6月20日㈪

6月29日㈬

本
　
　
会
　
　
議

委
　
　
員
　
　
会

総務常任委員会

文教厚生常任委員会

産業建設常任委員会

決算審査特別委員会

予算審査特別委員会

6月22日㈬

6月24日㈮

6月23日㈭

6月3日に設置予定

6月6日に設置予定

南
あ
わ
じ
市
長 
中
　
田
　
勝
　
久

誇
れ
る

誇
れ
る��

﹁
南
あ
わ
じ
市
﹂

﹁
南
あ
わ
じ
市
﹂を
皆
さ
ん
の
手
で

を
皆
さ
ん
の
手
で

誇
れ
る��

﹁
南
あ
わ
じ
市
﹂を
皆
さ
ん
の
手
で

は
　
ぶ 

　
賀
集
浄
化
セ
ン
タ
ー
工
事
に
よ

っ
て
発
見
さ
れ
た
嫁
ケ
渕
遺
跡
（
賀

集
立
川
瀬
）
の
記
念
碑
が
こ
の
ほ

ど
完
成
し
、
現
地
に
設
置
さ
れ
ま

し
た
。 

　
嫁
ケ
渕
遺
跡
は
淡
路
島
最
大
級

の
奈
良
時
代
前
半
の
官
衙
（
役
所
）

跡
で
、
一
般
集
落
と
は
異
な
っ
た

掘
立
柱
建
物
十
五
棟
と
役
人
が
使

用
す
る
硯
な
ど
が
多
く
み
つ
か
り

ま
し
た
。
三
原
郡
衙
（
郡
役
所
）

の
一
機
関
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
国
司
（
国
の
役
人
）
な
ど
が

使
用
す
る
特
種
な
硯
の
出
土
に
よ

り
、
淡
路
国
府
（
国
の
役
所
）
成

立
以
前
に
、
国
司
が
執
務
を
行
う

国
府
的
機
能
の
一
端
を
担
っ
て
い

た
場
所
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
記
念
碑
銘
版
は
自
然
砂
岩
に
縦

九
十
セ
ン
チ
、
横
百
二
十
セ
ン
チ

の
彫
り
込
み
を
作
り
、
ス
テ
ン
レ

ス
板
を
は
め
込
ん
だ
も
の
で
す
。

遺
跡
の
建
物
配
置
図
や
写
真
も
付

け
ら
れ
て
わ
か
り
や
す
く
な
っ
て

い
ま
す
。 

※本会議・委員会は午前10時より開催されます。 
※本会議の傍聴（中央庁舎3階議場）にお越しください。 
※本会議および委員会（特別委員会含む）の日程を市ホームページの議会欄に掲載
　をしています。また会議等は、インターネットによりパソコンおよび分庁舎のロビー、公
　民館等のテレビで見ることができます。 
　テレビ設置場所は、中央庁舎1階ロビー、緑庁舎1階ロビー、緑市民センター1階ロ
　ビー、西淡庁舎1階ロビー、西淡第2庁舎1階、三原庁舎1階ロビー、三原公民館1
　階ロビー、南淡庁舎1階ロビー、南淡公民館1階ロビー 

よ
め
が
ぶ
ち 

す
ず
り 

市
長
室

ふ

れ

あ

い

新シリー
ズ 

　
防
災
機
能
を
備
え
、
緊
急
避
難

場
所
に
も
な
る
公
園
「
神
代
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
パ
ー
ク
」
が
こ
の
ほ
ど
、

神
代
小
学
校
前
に
完
成
し
、
地
域

の
憩
い
の
場
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。 

　
旧
三
原
町
で
は

阪
神
・
淡
路
大
震

災
を
教
訓
に
、
貯

水
槽
や
防
災
備
蓄

倉
庫
等
を
備
え
た

公
園
を
小
学
校
区

単
位
に
一
か
所
ず
つ
整
備
し
て
お

り
、
市
、
八
木
、
榎
列
地
区
に
続

い
て
四
か
所
目
の
完
成
と
な
り
ま

し
た
。 

　
完
成
し
た
公
園
は
面
積
約
一
〇

八
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
、
敷
地
内
に

は
諭
鶴
羽
山
脈
の
峰
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
休
憩
所
や
遊
具
を
配
置
。
小

山
の
地
下
に
は
防
災
備
蓄
倉
庫
を

備
え
、
ま
た
、
非
常
時
の
水
源
と

し
て
手
押
し
ポ
ン
プ
式
の
井
戸
が

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
地
元
の
方
々
は
「
老
人
に
も
や

さ
し
く
、
子
ど
も
も
安
心
し
て
遊

べ
る
公
園
な
の
で
、
地
域
の
交
流

の
場
と
し
て
期
待
が
で
き
る
」
と

完
成
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

▲神代コミュニティパークで遊ぶ子どもたち 

▲賀集浄化センター横の嫁ヶ渕遺跡記念碑 

議会事務局☎43-5005
ほ
っ
た
て
ば
し
ら 

が 



◆
投
票
で
き
る
人 

▽
年
齢
用
件
　
昭
和
60
年
７
月
４

　
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人 

▽
住
所
用
件
　
最
近
住
所
の
異
動

　
届
を
さ
れ
た
方
は
、
左
の
表
で

　
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。 

◆
期
日
前
投
票
の
場
所
・
日
時 

▽
三
原
公
民
館
　
６
月
17
日
（
金
）

　
〜
７
月
２
日
（
土
）
午
前
８
時

　
30
分
〜
午
後
８
時 

▽
緑
庁
舎
・
西
淡
庁
舎
・
南
淡
公

　
民
館
　
６
月
27
日
（
月
）
〜
７

　
月
２
日
（
土
）
午
前
８
時
30
分

　
〜
午
後
８
時 

▽
沼
島
総
合
セ
ン
タ
ー
　
６
月
29

日
（
水
）
〜
７
月
１
日
（
金
）

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時 

 

◆
不
在
者
投
票
に
つ
い
て 

▽
他
の
市
町
村
で
の
不
在
者
投
票 

　
仕
事
な
ど
の
都
合
で
滞
在
先
の

選
挙
管
理
委
員
会
で
不
在
者
投
票

を
さ
れ
る
方
は
、
南
あ
わ
じ
市
選

挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 

▽
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
等
の
指
定

　
施
設
で
の
不
在
者
投
票 

　
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
指
定
を

受
け
て
い
る
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム

等
に
入
院
・
入
所
し
て
い
て
不
在

者
投
票
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
施

設
管
理
者
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

  

◆
選
挙
の
方
法 

　
旧
四
町
の
区
域
ご
と
に
、
選
挙

区
を
分
け
て
行
わ
れ
ま
す
。
定
数

30
人
（
旧
緑
町
４
人
、
旧
西
淡
町

６
人
、
旧
三
原
町
12
人
、
旧
南
淡

町
８
人
） 

※
立
候
補
届
出
受
付
は
、
告
示
日

（
７
月
17
日
）
に
行
な
い
ま
す
。 

 

◆
立
候
補
予
定
者
説
明
会 

▽
日
時 

６
月
23
日
（
木
）
午
後

　
２
時
〜 

▽
場
所
　
三
原
市
民
セ
ン
タ
ー 

　
ホ
ー
ル 

※
１
陣
営
２
名
以
内
で
の
出
席
と

　
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

◆
問
い
合
わ
せ
　
南
あ
わ
じ
市
選

挙
管
理
委
員
会
☎
43
・
５
０
０
４ 

Ｅ
メ
ー
ル :   

南あわじ市役所 
総合窓口センター 
　緑　庁舎☎44-3001 
　西淡庁舎☎37-3011 
　三原庁舎☎43-5021 
　南淡庁舎☎50-3031 
 
【中央庁舎】 
総務部 
　総務課☎43-5001 
　秘書広報室☎43-5002 
　情報課☎43-5003 
　さんさんネット☎43-2345 
選挙管理委員会事務局☎43-5004 
議会事務局☎43-5005 
【緑庁舎】 
健康福祉部 
　福祉課☎44-3002 
　保険課☎44-3003 
　健康課☎44-3004 
【西淡庁舎】 
産業振興部 
　商工観光課☎37-3012 
　水産振興課☎37-3013 
都市整備部 
　管理課☎37-3014 
　建設課☎37-3015 
　都市計画課☎37-3016 
教育委員会（教育部） 
　教育総務課☎37-3017 
　学校教育課☎37-3018 
　人権教育課☎37-3019 
　生涯学習文化振興課☎37-3020 
【三原庁舎】 
市民生活部 
　税務課☎43-5022 
　市民課☎43-5023 
　生活環境課☎43-5024 
農林振興部 
　農林振興課☎43-5025 
　農地整備課☎43-5026 
　地籍調査課☎43-5027 
　農業共済課☎42-6210 
農業委員会事務局☎43-5029 
【南淡庁舎】 
企画部 
　企画調整課☎50-3032 
　財政課☎50-3033 
　管財課☎50-3034 
　まちづくり・防災課☎50-3035 
　国体推進室☎50-3036 
上下水道部 
　企業経営課☎50-3037 
　水道課☎50-3038 
　下水道課☎50-3039 
会計課☎50-3040

お知
らせ
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広報 
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市
内
局
番
を
確
か
め
て 

お
か
け
く
だ
さ
い 

開園時間 ：9時～18時（季節により変更あり） 
入園料：大人800円、小人400円 
電　話：43-2626（お間違えのないように） 

　
ま
ち
づ
く
り
の
代
表
者
を
選
ぶ
、
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
家
族
の
方
や
近
所
の
方
々
も
誘
っ
て
、

大
切
な
一
票
を
活
か
し
に
行
き
ま
し
ょ
う
。 

投
票
日
　
７
月
３
日（
日
） 

告
示
日
　
６
月
１６
日（
木
） 

7
月
3
日
（
日
）は
、兵
庫
県
知
事
選
挙
の
投
票
日
 

兵
庫
県
知
事
選
挙

投
票
日
　
７
月
２４
日（
日
） 

告
示
日
　
７
月
１７
日（
日
） 

南
あ
わ
じ
市
農
業
委
員

会
委
員
選
挙

転入届を 
された方 

兵庫県外から 
転入された方 

平成17年3月15日以前 南あわじ市で投票ができる 

南あわじ市で投票ができる 

新住所地で投票ができる 

前住所地で投票ができる。 
ただし、「引き続き県内居住証 
明書」が必要。 

南あわじ市で投票ができる。 
ただし、「引き続き県内居住証 
明書」が必要。 

投票できません 

投票できません 

平成17年3月15日以前 

平成17年3月16日以後 

平成17年2月15日以前に 
新住所地へ転入の届出 

時期を問わず 

平成17年3月16日以後 
（市町を単位として1回の 
異動に限られる） 

平成17年2月16日以降に 
新住所地へ転入の届出 
（市町を単位として1回の 
異動に限られる） 

兵庫県外へ 
転出された方 

兵庫県内の 
他の市町から 
転入された方 

兵庫県内の 
他の市町へ 
転出された方 

転出届を 
された方 

投票場所・投票の可否 届出の年月日 届出の別 

毎日 
平日 
土・日・祝 
土・日・祝 

いちご狩り 
トマト・ミニトマト 
パン・バター作り 
ソーセージ作り 
スコーン作り 
陶芸教室 

収穫体験 

開催日 イベントなど 

体験教室 

※収量に限りがあり 
ますので開催日はお 
問い合わせください。 　東洋一の規模をほこるロック

ガーデンです。 
　少し傾斜がありますが、世界
の山野草を楽しみながら歩い
てみてください。 

【施設紹介】 
ロックガーデン 

南
あ
わ
じ
市
連
合
自
治
会
の
役
員

　
五
月
二
十
一
日
（
土
）
、
南
淡

公
民
館
で
南
あ
わ
じ
市
連
合
自
治

会
役
員
総
会
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々

が
役
員
に
決
ま
り
ま
し
た
。
（
敬

称
略
） 

会
　
　
長
　
芝
　
壽
浩
（
福
　
良
） 

副
会
長
　
斉
藤
　
正
（
八
　
木
） 

副
会
長
　
立
花
健
児
（
広
　
田
） 

副
会
長
　
中
嶋
長
史
（
松
　
帆
） 

副
会
長
　
榎
本
悟
朗
（
潮
美
台
） 

会
　
　
計
　
東
　
嘉
晃
（
志
　
知
） 

会
計
監
査
　
安
井
宏
文
（
倭
　
文
） 

会
計
監
査
　
松
本
省
自
（
　
湊
　
） 

 

南
あ
わ
じ
市
人
権
教
育
研
究
協
議

会
設
立 

　
こ
れ
ま
で
三
十
数
年
に
亘
り
、

差
別
解
消
に
取
り
組
ん
で
き
た
三

原
郡
四
人
権
・
同
和
教
育
協
議
会

が
実
践
の
成
果
を
持
ち
寄
り
、
発

展
的
組
織
と
し
て
、
南
あ
わ
じ
市

人
権
教
育
研
究
協
議
会
（
略
称 : 

南
人
教
、
豊
田
壽
一
会
長
）
が
、

五
月
十
七
日
（
火
）
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
西
淡
公
民
館
で
行
わ
れ

た
設
立
総
会
に
は
、
関
係
者
約
百

人
が
出
席
。
今
年
度
の
事
業
計
画

や
予
算
な
ど
を
議
決
し
ま
し
た
。 

             

南
あ
わ
じ
市
体
育
協
会
設
立 

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
、
市
民
の
体

位
、
体
力
向
上
と
健
全
な
ス
ポ
ー

ツ
の
発
展
を
図
り
格
調
高
い
文
化

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
「
南

あ
わ
じ
市
体
育
協
会
」
（
金
崎
詳

継
会
長
）
が
、
五
月
二
十
一
日
、

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
緑
市
民
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
設
立
総
会
に

は
、
四
つ
の
地
域
体
育
協
会
、
十

六
の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
協
会
の
代
表

者
ほ
か
関
係
者
約
六
十
人
が
出
席
。

事
業
計
画
や
予
算
な
ど
に
つ
い
て

議
決
し
ま
し
た
。 

            

南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会
設
立 

　
市
内
の
観
光
業
者
間
の
連
携
を

図
り
、
観
光
業
の
振
興
を
推
進
す

る
こ
と
を
目
的
に
『
南
あ
わ
じ
市

観
光
協
会
』
（
鳥
井
幸
祐
会
長
）

が
四
月
二
十
日
、
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
西
淡
庁
舎
集
会
室
で
行
わ
れ

た
設
立
総
会
で
は
、
約
七
十
人
の

会
員
が
出
席
し
、
役
員
の
選
出
、

会
則
や
事
業
計
画
な
ど
を
議
決
し

ま
し
た
。
設
立
時
の
会
員
数
は
団

体
と
個
人
を
合
わ
せ
て
四
百
七
十

一
会
員
。 

▲南あわじ市人権教育研究協議会設立総会 

▲南あわじ市体育協会設立総会 

▲ハモ懇談会 

各
種
団
体
も
合
併
、新
体
制
へ

ハ
モ
を
食
べ
に
淡
路
に
来
て
！ 

南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会
が
大
阪
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン 

　
夏
の
味
覚
「
ハ
モ
」
の
旬
を

迎
え
る
あ
た
り
、
五
月
十
九
日
、

大
阪
の
梅
田
で
、
マ
ス
コ
ミ
関

係
者
（
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
新

聞
、
雑
誌
な
ど
）
四
十
二
名
を

招
い
て
の
「
ハ
モ
懇
談
会
」
（
南

あ
わ
じ
市
観
光
協
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
ハ
モ
の
お
い
し
さ
を

知
っ
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
人

に
広
め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
。

川
野
四
朗
助
役
や
ク
イ
ー
ン
淡

路
、
観
光
協
会
会
員
に
よ
る
お

も
て
な
し
に
よ
り
、
ハ
モ
料
理

の
「
ハ
モ
す
き
鍋
」
と
「
焼
き

ハ
モ
」
を
振
る
舞
い
ま
し
た
。

併
せ
て
、
ハ
モ
漁
独
特
の
漁
法

を
延
縄
を
使
っ
て
説
明
を
し
た

り
、
う
ず
潮
や
温
泉
、
玉
ね
ぎ
、

素
麺
な
ど
、
南
あ
わ
じ
の
観
光

名
所
・
特
産
品
な
ど
も
Ｐ
Ｒ
し

た
り
し
ま
し
た
。 

　
ど
の
テ
ー
ブ
ル
か
ら
も
「
旨

い
」
と
絶
賛
さ
れ
、
ま
た
後
日
、

ラ
ジ
オ
や
新
聞
な
ど
で
早
速
、

ハ
モ
を
は
じ
め
南
あ
わ
じ
の
魅

力
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。 

カ
レ
ン
ダ
ー
に
赤
丸
を
し
て
、忘
れ
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
 

※南あわじ市各庁舎総合窓口で発行 

※新住所地の市役所・役場内戸籍 
　担当課で発行 

※日程変更の場 
　合があります 

senkan@
city.m

inam
iaw
aji.hyogo.jp

▲
 

し
ば 

さ
い
と
う 

た
ち
ば
な 

な
か
し
ま 

え
の
も
と 

あ
ず
ま 

ま
つ
も
と
し
ょ
う
じ 

や
す
い 

ひ
ろ
ふ
み 

よ
し
あ
き 

ご
ろ
う 

お
さ
し 

け
ん
じ 

た
だ
し 

と
し
ひ
ろ 

ひ
さ
か
ず 

あ
き 

つ
ぐ 

こ
う
す
け 
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松
く
い
虫
航
空
防
除
を
実
施
し
ま
す

エ
イ
ズ
を
知
っ
て
正
し
く
予
防
を
！
　
〜
６
月
は
エ
イ
ズ
予
防
月
間
で
す
〜
 

地
球
に
や
さ
し
い
環
境
づ
く
り

下
水
道
に
接
続
し
ま
し
ょ
う

県
立
淡
路
病
院
で
日
曜
・
祝
日

の
小
児
救
急
診
療
を
開
始

　
松
く
い
虫
航
空

防
除
で
使
用
す
る

ス
ミ
パ
イ
ン
乳
剤
は
、

現
在
使
用
さ
れ
て

い
る
殺
虫
剤
の
中

で
は
人
畜
に
対
す

る
毒
性
が
最
も
少

な
い
薬
で
す
。
散

布
に
つ
い
て
も
安

全
な
方
法
で
行
い

ま
す
が
、
一
層
の
安
全
を
図
る
た

め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。 

①
散
布
中
、
そ
の
周
辺
で
は
飲
食

　
物
や
干
物
を
野
外
に
出
さ
な
い

　
で
く
だ
さ
い
。 

②
散
布
当
日
は
、
散
布
区
域
の
森

　
林
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

③
果
樹
園
、
野
菜
等
の
栽
培
地
や

　
道
路
脇
は
避
け
て
行
い
ま
す
が
、

　
万
一
薬
剤
が
野
菜
や
車
等
に
直

　
接
か
か
っ
た
場
合
は
、
早
め
に

　
散
水
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
雨
天
等
に
よ
り
順
延
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
い
こ

と
は
洲
本
農
林
水
産
振
興
事
業
所

（
☎
26
・
２
１
０
２
）
ま
た
は
農

林
振
興
課
（
☎
43
・
５
０
２
５
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

　
下
水
道
早
期
接
続
者
に
対
す
る

使
用
料
の
減
免
制
度
を
ご
存
知
で

す
か
。 

　
下
水
道
の
供
用
開
始
後
、
２
年

以
内
に
排
水
設
備
工
事
を
行
い
、

公
共
ま
す
に
つ
な
ぎ
こ
み
を
さ
れ

た
方
は
、
下
水
道
料
金
の
基
本
料

金
（
月
額
１
２
６
０
円
）
が
、
２

年
間
ま
た
は
１
年
間
免
除
と
な
る

制
度
で
す
。 

　
ぜ
ひ
早
期
接
続
を
し
て
免
除
制

度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
企
業
経
営
課
　

　
☎
50
・
３
０
３
７ 

児
童
手
当
の
現
況
届
は

６
月
17
日
ま
で
に
総
合
窓
口
へ

　
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
方
は
、
６
月
17
日
（
金
）
ま

で
（
土
・
日
除
く
）
に
「
児
童
手

当
現
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
れ
は
引
き
続
き
手
当
を
受

け
る
た
め
の
要
件
を
満
た
し
て
い

る
か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も

の
で
す
。 

　
該
当
者
に
は
現
況
届
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
押

印
の
上
、
期
限
ま
で
に
各
総
合
窓

口
セ
ン
タ
ー
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
届
出
が
な
い
場
合
、

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
が
一
時

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

　
ま
た
、
ま
だ
手
当
の
申
請
を
さ

れ
て
い
な
い
方
や
、
所
得
制
限
等

で
手
当
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
方

は
、
新
た
に
認
定
請
求
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
母
子
児

　
童
福
祉
係
☎
44
・
３
０
０
２ 

　
県
立
淡
路
病
院
で
は
、
地
域
の

小
児
科
開
業
医
師
と
共
同
し
、
日

曜
・
祝
日
に
小
児
救
急
外
来
を
開

設
し
ま
し
た
。
あ
く
ま
で
救
急
で

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

▽
受
付
時
間
　
日
曜
日
・
祝
日
の

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

▽
診
療
場
所
　
県
立
淡
路
病
院
小

　
児
科
外
来 

▽
診
察
手
順
　
①
来
院
時
に
必
ず

電
話
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
（
☎

23
・
２
７
０
０
）
。
②
正
面
玄
関
・

受
付
窓
口
で
受
診
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
※
診
察
に
来
ら
れ
る

と
き
は
必
ず
健
康
保
険
証
お
よ
び

福
祉
医
療
受
給
証
（
乳
児
医
療
・

母
子
医
療
・
心
身
医
療
・
小
児
特

定
疾
患
等
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

　家族や地域のおじさん・おばさんと子どもたちでチームをつく
り、参加しませんか？ 
▽日時　７月24日（日）午前９時～ 
　　　　※雨天の場合は７月26日（火） 
▽場所　三原健康広場 
▽参加費　無料 
▽チーム　１チーム６人［子ども３人（小・中・高校生対象）と
　大人３人で編成］うち審判記録員１人を含む（別に記録員１
　人追加可） 
▽その他　２ゲーム合計打数による団体戦・個人戦。クラブ・
　ボール・マーカーは各自持参（当日、貸し出しも有）。子ども
　の送迎は各チームでお願いします。　 
▽申込み　市民課☎43-5023 
▽主催　第55回社会を明るくする運動南あわじ市実施委員会 

7月は「社会を明るくする運動」強化月間です 

第4回南あわじ市 
グラウンドゴルフ大会 

子どもとつながろう！

第1回：6月7日～9日 
第2回：6月28日～29日 
（午前5時ごろ～8時ごろ） 

２年間の基本料金（１,２６０円／月） 

１,２６０円×１２か月×２年＝３０,２４０円お得 

１年間の基本料金（１,２６０円／月） 

１,２６０円×１２か月×１年＝１５,１２０円お得 

１年以内に 

接続した方 

１年を越え２年以 

内に接続した方 

供用開始から 下水道料金の減免額 

■航空防除日程表 

６月７日・２８日 

実  施  日 面　積 防　除　区　域 

湊・阿那賀・沼島 ３５２ha

５６３ha

２５ha

９４０ha

慶野松原 

中条中筋・中条徳原・湊 
伊加利・志知・福良 

６月８日・２９日 

６月９日 

合　　　　　計 

　
エ
イ
ズ
は
、
若
い
世
代
を
中
心

に
感
染
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。
一

人
ひ
と
り
が
正
し
い
知
識
を
持
つ

こ
と
で
予
防
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
あ
な
た
自
身
、
そ
し
て
大
切

な
人
の
た
め
に
・
・
・ 

 

◆
エ
イ
ズ
と
は 

　
エ
イ
ズ
（
Ａ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）
は
Ｈ
Ｉ

Ｖ
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
が
原
因
で
免

疫
力
が
ひ
ど
く
低
下
す
る
こ
と
で

生
じ
る
病
気
の
総
称
で
す
。 

◆
感
染
は 

　
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
の
①
精
液
、
②

膣
分
泌
液
、
③
血
液
な
ど
の
体
液

が
体
内
に
入
る
こ
と
で
感
染
し
ま

す
。
国
内
で
は
ほ
と
ん
ど
が
セ
ッ

ク
ス
で
の
感
染
で
す
。 

　
咳
・
く
し
ゃ
み
、
握
手
・
キ
ス
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
コ
ッ
プ
、
プ
ー

ル
・
風
呂
、
蚊
に
刺
さ
れ
る
な
ど

の
日
常
生
活
で
は
う
つ
り
ま
せ
ん
。 

◆
予
防
方
法
は 

　
セ
ッ
ク
ス
を
す
る
と
き
は
必
ず

挿
入
前
に
コ
ン
ド
ー
ム
を
つ
け
る
、

出
血
を
と
も
な
う
セ
ッ
ク
ス
を
避

け
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
手
と
セ
ッ

ク
ス
し
な
い
な
ど
よ
り
安
全
な
セ

ー
フ
ァ
ー
・
セ
ッ
ク
ス
を
守
り
ま

し
ょ
う
。 

◆
相
談
・
検
査
は 

　
エ
イ
ズ
・
Ｈ
Ｉ
Ｖ
に
つ
い
て
も

っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
方
、
ご
相

談
の
あ
る
方
は
洲
本
健
康
福
祉
事

務
所
（
☎
26
・
２
０
６
２
）
で
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
毎
月
第
２
、
４
火
曜
日

（
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
）

に
不
安
が
あ
る
方
に
対
し
匿
名
で

血
液
検
査
や
相
談
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
（
要
予
約
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
守
り
ま
す
） 

◆
周
囲
に
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
が
い
た

　
ら 

　
日
常
生
活
で
感
染
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
ま
で
と
接

し
方
を
変
え
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
番
怖
い
の
は
差
別
す
る
心

で
す
。
糖
尿
病
や
腎
臓
病
な
ど
他

の
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人
に
対

す
る
の
と
同
様
に
周
り
の
人
に
理

解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
手
助
け
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。 

◆
６
月
１
日
か
ら
市
職
員
エ
コ
ス

　
タ
イ
ル 

　
南
あ
わ
じ
市
で
は
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
推
進
す
る
た
め
職
員
の

軽
装
（
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ
）
を
６

月
１
日
か
ら
９
月
末
ま
で
行
い

ま
す
。 

・現況届（郵送されます） 
・印鑑（認印） 

・受給者本人の健康保険証、または事業所が証明する年 
　金加入証明（ホームページ上でダウンロードできます） 

・平成17年1月1日に住所のあった市区町村長が発行する 
　17年度の所得証明（16年分所得） 

・監護・生計同一申立書 
・児童の属する世帯全員の住民票の写し 
　（児童の住所が南あわじ市の区域外にある場合に必要） 

受給者全員 

児童と別居 
されている方 

今年の1月2日以降に 
南あわじ市へ転入された方 

厚生年金 
加入の方 

■届けに必要なもの 

▽問い合わせ　税務課　☎43-5022

税務課からのお知らせ 

市・県民税1期 
の納付は6月30日までに 

お願いします。 

産業・観光の祭典　淡路瓦工業組合設立記念 

参加チーム 

募集 

　
山
林
周
辺
に
お
い
て
鹿
・
猪
に

よ
る
被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

地
元
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
次
の

日
程
で
猟
友
会
が
銃
器
に
よ
る
鹿
・

猪
の
捕
獲
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
捕
獲
期
間
、
山
林
周
辺
へ
立

ち
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。 

●
灘
来
川
〜
白
崎
地
域 

　
７
月
20
日
ま
で 

▽
問
い
合
わ
せ
　
農
林
振
興
課
☎


　
43
・
５
０
２
５ 

有
害
鳥
獣
駆
除
の
お
知
ら
せ

▽期間　６月11日（土）～12日（日）午前９時～午後５時 
▽場所　南あわじ市西淡社会教育センター 
▽内容 
　●屋外イベント広場［瓦展示、特産品販売、和太鼓演奏「甍」 
　　（正午、午後２時）、飲食コーナー］ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　●ヤングスキルin淡路（瓦葺技能競技全国大会） 
　●記念講演　「顧客の心をつかむマーケティング戦略」 
　　講師：三宅曜子氏（（株）マーケティング・ナビ代表取締役社長） 
▽問い合わせ　淡路瓦まつり実行委員会事務局（淡路瓦工業組合内） 
　　　　　　　☎38-0570

▲ヘリコプターによる航空防除 

▲ヤングスキルin淡路 ▲ヤングスキルin淡路 



１２ 

お知らせ 

ス
ポ
ー
ツ
大
会
結
果 

各
種
大
会
結
果

各
種
大
会
結
果 

各
種
大
会
結
果 

（
敬
称
略
） 

芸
能
大
会
結
果 

広報 

 

  

◆
第
３
回
淡
路
島
軟
式
少
年
野
球

連
盟
会
長
杯
大
会
（
４
月
３
日
・

洲
本
市
民
球
場
） 

①
松
帆
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
②
三
原

ジ
ャ
ガ
ー
ズ
③
北
阿
万
少
年
野
球

ク
ラ
ブ
③
お
の
こ
ろ
ク
ラ
ブ 

          

◆
第
１
回
南
あ
わ
じ
市
少
年
野
球

春
季
大
会
（
５
月
３
日
・
三
原
健

康
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
） 

①
広
田
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
②
松
帆

少
年
野
球
ク
ラ
ブ
③
北
阿
万
少
年

野
球
ク
ラ
ブ
③
福
良
少
年
野
球
ク

ラ
ブ 

◆
第
38
回
県
少
年
野
球
協
会
夏
季

選
手
権
大
会
淡
支
部
予
選
大
会 

（
５
月
４
日
・
洲
本
市
民
球
場
） 

①
福
良
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
②
洲
本

ゴ
ン
タ
ー
ズ
③
賀
集
少
年
野
球
ク

ラ
ブ
④
丸
山
少
年
野
球
ク
ラ
ブ 

           

◆
第
20
回
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
旗
少

女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
５
月
４

日
・
サ
ン
ラ
イ
ズ
淡
路
体
育
館
ほ

か
） 

①
鮎
原
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
（
五
色
町
）
②
う
し
お
少
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
洲
本
市
）

③
三
原
志
知
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
（
志
知
）
③
仮
屋
少
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
淡
路
市
） 

◆
第
30
回
三
原
地
域
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
大
会
（
５
月
８
日
・
三
原
健
康

広
場
ほ
か
） 

【
１
部
】
①
小
路
②
上
八
木
Ａ
③

市
え
び
す
③
青
木 

【
２
部
】
①
立
石
②
富
田
③
喜
来

③
城
家 

◆
第
27
回
西
淡
地
区
別
男
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
（
５
月
15
日
・
西

淡
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か
） 

【
１
部
】
①
丸
山
②
雁
来
③
櫟
田
・

宝
明
寺
Ｂ
③
阿
那
賀 

【
２
部
】
①
中
津
浦
・
内
原
②
伊

加
利 

  

◆
第
16
回
淡
路
だ
ん
じ
り
唄
コ
ン

ク
ー
ル
（
４
月
24
日
・
文
化
体
育

館
） 

【
祭
り
・
保
存
・
継
承
の
部
】 

①
阿
万
上
町
町
内
会
（
阿
万
）
②

野
原
祭
礼
団
（
八
木
）
③
筒
井
町

内
会
（
北
阿
万
） 

【
愛
好
の
部
】
①
だ
ん
じ
り
唄
う

た
い
ま
専
科
（
南
淡
地
区
）
②
南

谷
壇
尻
唄
保
存
会
（
五
色
町
） 

【
少
年
・
少
女
の
部
】
①
福
井
子

供
会
祭
礼
団
（
賀
集
）
②
鮎
原
小

学
校
四
年
生
（
五
色
町
） 

２００５.６.１発行 １３ 

　
市
内
学
校
体
育
施
設
の
使
用
料

の
減
免
措
置
に
つ
い
て
、
現
在
ま

で
旧
町
の
減
免
基
準
で
対
応
し
て

い
ま
し
た
が
、
６
月
よ
り
南
あ
わ

じ
市
の
減
免
基
準
を
適
用
し
ま
す
。 

　
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
減
免
を

受
け
て
い
る
団
体
に
つ
い
て
は
、

新
し
い
減
免
申
請
書
を
ご
提
出
く

だ
さ
い
。 

　
提
出
期
限
は
６
月
中
に
お
願
い

し
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
文
化

　
振
興
課
生
涯
体
育
係
☎
37
・
３

　
０
２
０
　 

文
化
体
育
館
（
元
気
の
森
ホ
ー
ル
） 

　
８
月
21
日
（
日
）
開
催
の
「
第

44
回
全
国
教
職
員
相
撲
選
手
権
大

会
」
の
準
備
の
た
め
、
８
月
１
日

（
月
）
〜
26
日
（
金
）
ま
で
全
館

休
館
し
ま
す
。
※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

ル
ー
ム
も
利
用
で
き
ま
せ
ん
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
文
化
体
育
館
☎

　
50
・
５
０
７
７ 

 

温
水
プ
ー
ル
（
サ
ン
プ
ー
ル
） 

  

６
月
26
日
（
日
）
、
サ
ン
プ
ー

ル
で
は
、
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

記
録
会
の
た
め
、
休
館
し
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
温
水
プ
ー
ル
☎

　
42
・
４
９
９
４ 

  

休
館
日
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

台風23号被災へのお見舞い 
　　　　ありがとうございました 

（敬称略、１月11日以降、５月15日現在） 
▽義援金 
　災害復興チャリティゴルフ実行委員会（洲本市） 
　災害復興チャリティーコンサート実行委員会 
　（洲本市） 
▽見舞金 
　近畿税理士会（大阪市） 

市
内
学
校
体
育
施
設
使
用
料
の

減
額
措
置
に
つ
い
て

市
内
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

休
館
の
お
知
ら
せ

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
、
毎
年

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
南
あ
わ
じ
市

で
は
、
４
月
か
ら
集
落
の
公
会
堂

な
ど
を
巡
回
し
て
注
射
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
注
射
を
受
け
て
い
な

い
犬
は
、
動
物
病
院
・
家
畜
医
院

で
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。 

▽
担
当
獣
医
師
　
い
け
だ
動
物
病

　
院
（
八
木
）
☎
42
・
１
５
０
５
、

　
印
部
家
畜
医
院
（
賀
集
）
☎
54

・
０
０
３
０
、
岡
田
動
物
病
院

　
（
榎
列
）
☎
42
・
３
０
５
１
、

　
か
わ
さ
き
動
物
病
院
（
榎
列
）

　
☎
42
・
１
１
５
８
、
た
か
た
動

　
物
病
院
（
市
）
☎
42
・
０
６
５

　
４
、
水
島
家
畜
医
院
（
松
帆
）

　
☎
36
・
２
２
５
４
、
か
か
り
つ

　
け
の
動
物
病
院
・
家
畜
医
院 

▽
料
金
　
予
防
注
射
の
み
３
２
０

　
０
円
、
登
録
お
よ
び
予
防
注
射

　
６
２
０
０
円 

▽
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
☎

　
43
・
５
０
２
４
　
　 

　
先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等

（
事
変
地
の
区
域
ま
た
は
戦
地
の

区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛
生

勤
務
に
服
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字

社
救
護
看
護
婦
お
よ
び
旧
陸
軍
従

軍
看
護
婦
の
方
々
（
慰
労
給
付
金

受
給
者
を
除
く
）
に
対
し
て
、
そ

の
ご
苦
労
に
報
い
る
た
め
内
閣
総

理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。 

　
請
求
期
限
が
、
平
成
17
年
３
月

31
日
よ
り
２
年
間
延
長
さ
れ
、
平

成
19
年
３
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

し
た
。
ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
か

ら
の
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

請
求
用
紙
は
総
合
窓
口
に
用
意
し

て
い
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
☎
44
・

　
３
０
０
２ 

内
閣
総
理
大
臣
の
書
状
を
贈
呈
し
ま
す

狂
犬
病
の
予
防
注
射
は
お
済
み
で
す
か

　人々にうるおいとやすらぎを与える、花と緑のある「公園
島淡路」の推進にこのコンクールを開催します。 
 
▽募集期間　９月30日（金）まで 
▽募集基準　淡路島内で四季を通じて花壇、庭、生垣、
　ベランダ、道路沿線、ミニ公園、河川敷、事業所など。
　また花と緑を大切に育てている家庭、保育所、学校、花

　づくりグループ、自治会、老人会、婦人会、職域団体など 
▽応募方法　各市町、淡路県民局にある応募用紙に、
　花や緑の最も美しい時期のカラー写真３枚以上を添
　付し、撮影場所等を記載して申し込む 
▽審査方法　家庭、学校、職域、コミュニティ部門で審査。
　最優秀賞、優秀賞、各部門賞を選考のうえ、表彰する 
▽問い合わせ　ＮＰＯあわじ緑花協会☎22-0888

あわじ花と緑のコンクール作品募集あわじ花と緑のコンクール作品募集

６
月
は
﹁
豊
か
な
村
を
災
害
か
ら
守
る
月
間
﹂
で
す

た
め
池
に
お
け
る

　
　
　
水
難
事
故
を
防
ご
う

▲優勝した福良少年野球クラブ 

▲少年・少女の部で優勝した福井子供会祭礼団 

▲優勝した松帆少年野球クラブ 

  

編
集
員
　
Ｍ
典
＆
川
卓 

川
卓
「
６
月
に
入
り
ま
し
た
。

６
月
と
い
え
ば
、
梅
雨
に
ア

ジ
サ
イ
、
南
あ
わ
じ
な
ら
田

タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
か
ら
田
植

え
に
入
る
農
繁
期
」 

Ｍ
典
「
田
ん
ぼ
が
忙
し
く
な

る
ね
。
川
卓
君
と
こ
は
農
家
？
」 

川
卓
「
農
家
で
は
な
い
の
で

す
が
、
家
で
食
べ
る
分
ぐ
ら

い
は
作
っ
て
る
よ
う
で
す
…
」 

Ｍ
典
「
僕
の
家
は
農
家
で
す

が
、
手
伝
っ
て
な
い
の
で
…

肩
身
の
狭
い
話
は
こ
の
辺
に

し
て
、
川
卓
君
結
婚
お
め
で

と
う
。
こ
の
広
報
紙
の
発
行

日
に
は
新
婚
旅
行
で
お
フ
ラ

ン
ス
で
す
ね
。
あ
〜
う
ら
や

ま
し
い
」 

川
卓
「
い
や
い
や
、
誠
に
個

人
的
な
こ
と
で
恐
縮
で
す
。

『
ボ
ン
ジ
ュ
ー
ル
』
と
『
ム

ッ
シ
ュ
』
ぐ
ら
い
し
か
喋
れ

な
い
け
ど
、
得
意
の
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
を
使
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
Ｍ
典
さ
ん
な
ら

新
婚
旅
行
ど
こ
い
き
た
い
で

す
か
？
」 

Ｍ
典
「
エ
ジ
プ
ト
で
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
登
り
た
い
な
ぁ
」 

川
卓
「
奥
さ
ん
疲
れ
ま
す
よ
。

で
っ
、
近
々
予
定
は
あ
り
そ

う
で
す
か
？
」 

Ｍ
典
「
…
な
い
」
（
汗
） 

川
卓
「
気
分
も
梅
雨
で
す
ね
」 

編

集

室

か

ら

　
架
空
請
求
詐
欺
と
は
、
利
用
し

て
い
な
い
有
料
電
話
情
報
な
ど
の

請
求
書
を
送
り
つ
け
、
現
金
を
振

り
込
ま
せ
る
手
口
の
こ
と
で
す
。 

　
最
近
で
は
、
書
面
に
振
込
先
の

銀
行
口
座
を
記
載
せ
ず
、
携
帯
電

話
等
の
連
絡
先
の
み
を
記
載
し
て
、

個
人
情
報
を
聞
き
出
し
、
口
座
を

指
定
し
て
振
り
込
ま
せ
る
手
口
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。 

 

【
架
空
請
求
詐
欺
で
多
い
名
目
】 

○
有
料
サ
イ
ト
利
用
料 

○
借
金
返
済
、
債
権
回
収 

○
調
査
結
果
処
分
料
請
求 

 

【
防
犯
対
策
】 

○
業
者
に
連
絡
を
と
ら
な
い 

○
身
に
覚
え
が
な
け
れ
ば
支
払
わ

　
な
い 

○
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
最
寄
の

　
警
察
署
に
相
談
す
る 

架
空
請
求
詐
欺
に

ご
用
心
！

防
犯
ニ
ュ
ー
ス 

南あわじ警察署 
☎42-0110



　
産
業
振
興
や
教
育
、
地
方
自
治
、
芸
術
文
化
な
ど
様
々
な
分
野
に
お
い

て
貢
献
し
た
方
に
贈
ら
れ
る
叙
勲
。
前
川
敬
一
さ
ん
（
榎
列
）
に
旭
日
単

光
章
が
、
藤
江
保
雄
さ
ん
（
神
代
）
に
瑞
宝
双
光
章
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

　
島
内
の
ガ
ー
デ
ナ
ー
が
自
宅
の

庭
な
ど
を
一
般
の
方
々
に
公
開
す

る
「
第
四
回
あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ

ー
デ
ン
」
が
南
淡
路
地
区
、
北
淡

路
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
二
日
間
に
わ

た
り
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
は
、

花
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
、
沿
道

緑
化
な
ど
に
取
り
組
む
ガ
ー
デ
ナ

ー
を
通
じ
て
、
淡
路
島
の
魅
力
を

知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
平
成
十
三

年
か
ら
毎
年
開
催
。
今
年
は
島
内

七
十
二
軒
の
ガ
ー
デ
ナ
ー
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。 

　
南
あ
わ
じ
市
内
で
は
五
月
十
四
・

十
五
日
の
両
日
行
わ
れ
、
多
く
の

方
々
が
公
開
さ
れ
て
い
る
お
庭
を

順
番
に
ま
わ
り
、
庭
に
咲
く
多
種

多
彩
の
花
を
観
賞
し
て
い
ま
し
た
。 

　
お
庭
を
公
開
し
た
市
徳
長
の
堀

川
千
代
子
さ
ん
は
「
花
を
通
じ
て

人
と
の
繋
が
り
が
出
来
る
の
で
楽

し
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
地
域
で
活
動
場
所
を
つ
く
り
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
「
子
ど
も
の

居
場
所
づ
く
り
広
田
教
室
」
が
五

月
八
日
、
緑
公
民
館
で
開
校
し
ま

し
た
。 

　
放
課
後
や
週
末
に
地
域
の
大
人

た
ち
の
協
力
を
得
て
、
安
全
で
安

心
な
子
ど
も
の
活
動
拠
点
と
し
て

文
部
科
学
省
の
委
嘱
を
受
け
行
わ

れ
、
南
あ
わ
じ
市
内
で
は
五
月
か

ら
十
二
か
所
で
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。 

　
こ
の
日
は
、
同
教
室
運
営
協
議

会
長
小
林
昇
氏
の
開
校
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
小
学
校
低
学
年
の
児
童

十
四
人
が
「
勾
玉
づ
く
り
」
に
挑

戦
、
埋
蔵
文
化
財
事
務
所
の
定
松

佳
重
さ
ん
ら
の
指
導
に
よ
り
、
お

よ
そ
二
時
間
で
独
特
な
形
の
勾
玉

が
出
来
あ
が
り
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
は
、
出
来
あ
が
っ
た
ば
か
り

の
勾
玉
を
母
親
ら
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
ま
し
た
。 

　
多
数
の
化
石
が
採
取
さ
れ
て
い

る
淡
路
ふ
れ
あ
い
公
園
で
五
月
十

四
日
、
「
南
あ
わ
じ
の
化
石
発
掘

体
験
会
」
が
開
か
れ
、
親
子
連
れ

な
ど
約
三
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
体
験
会
は
多
く
の
方
々
に

化
石
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
お
う

と
、
県
立
人
と
自
然
の
博
物
館
と

南
あ
わ
じ
市
教
育
委
員
会
が
主
催
。

昨
年
四
月
に
全
国
で
も
希
少
な
翼

竜
の
首
骨
の
断
片
化
石
が
見
つ
か

っ
た
泥
岩
の
残
り
を
利
用
し
て
開

か
れ
ま
し
た
。 

　
最
初
化
石
の
説
明
が
あ
り
、
同

館
の
古
谷
裕
研
究
員
が
「
翼
竜
の

断
片
化
石
の
続
き
が
あ
る
か
も
し

れ
な
い
」
と
話
す
と
、
参
加
者
は

期
待
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し

た
。
発
掘
が
始
ま
る
と
、
子
ど
も

た
ち
も
ハ
ン
マ
ー
で
岩
を
砕
き
な

が
ら
凝
視
。
そ
れ
ら
し
い
も
の
が

見
つ
か
る
と
、
研
究
員
が
化
石
か

ど
う
か
を
判
定
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
二

枚
貝
、
巻
貝
な
ど
約
百
個
の
化
石

が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。 

２００５.６.１発行 １４ １５ 

まちかどトピックス 

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

受
賞
お
め
で
と
う 

広報 

　学びを通じて仲間づくりや生きがいのある生活を過ごすことを

目的に「第24回老人大学うずしお学園」の開講式が５月14日、三

原公民館で行われました。和太鼓グループ「甍」の元気な演奏で

開幕、220人の受講者が学園歌を合唱し開講を喜びました。 

　学園長の中田市長は「挑戦することが大切、学んだ成果を地域

づくりに生かせていただきたい」と受講生に呼びかけました。 

　ハモの季節を迎えるにあたり、ハモの御霊の供養と豊漁・商売繁盛を
祈願する『鱧供養祭』（灘・沼島観光ふるさと会主催）が５月24日、沼
島で行われました。 
　この日は、ハモ料理を扱う旅館や料理店の関係者ら約30人が西光寺に
集合、昨年食されたハモに焼香し、お礼と感謝を込めて供養しました。
その後、漁船に乗り込み、沼島の名所・上立神岩付近の海上から丸々と
太った全長約１メートルのハモ５匹を豊漁の願いを込めて海に放ちました。 

あ
わ
じ
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
が
開
催 

花
の
庭
で
お
も
て
な
し 

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
広
田
教
室 

母
の
日
に
手
作
り
勾
玉
を
プ
レ
ゼ
ン
ト 

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
や
二
枚
貝
な
ど
採
取 

目
を
輝
か
せ
化
石
を
発
掘 

学びを通じて生きがいと健康づくり 老人大学開講式 ハモのシーズン到来を告げる 鱧供養祭を開催 地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

☎
４３
・
５
０
０
２（
秘
書
広
報
室
） 

▲ハンマーで岩を砕きながら化石を探す参加者 

▲オープニングを飾った「甍」による和太鼓演奏 

▲ガーデナーのお庭を観賞する人たち 

▲真剣な表情で勾玉づくりに励む子どもたち 

▲丸々太ったハモを放流 

  

　
長
年
に
わ
た
り
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
さ
れ
た
方
を
表
彰

す
る
「
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
」

に
齋
藤
き
み
ゑ
さ
ん
（
津
井
）

と
西
村
眞
さ
ん
（
倭
文
）
に
贈

ら
れ
ま
し
た
。 

　
齋
藤
さ
ん
と
西
村
さ
ん
は
昭

和
五
十
八
年
か
ら
平
成
十
六
年

ま
で
の
二
十
年
間
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
地
域
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 

    

　
県
政
の
進
展
、
公
共
の
福
祉

増
進
に
功
労
の
あ
っ
た
方
や
そ

の
他
広
く
県
民
の
模
範
と
な
っ

た
次
の
方
々
に
「
兵
庫
県
功
労

者
表
彰
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

■
祖
山
進
司
さ
ん
（
湊
）
に 

　
自
治
功
労
表
彰 

　
祖
山
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
三

年
に
西
淡
町
役
場
に
奉
職
。
平

成
七
年
六
月
に
西
淡
町
収
入
役

に
、
平
成
十
三
年
に
助
役
に
就

任
し
、
平
成
十
七
年
一
月
の
合

併
ま
で
の
間
、
特
別
職
と
し
て

西
淡
町
の
教
育
・
文
化
・
福
祉
・

産
業
の
推
進
に
多
大
な
功
績
を

残
さ
れ
ま
し
た
。 

■
竹
本
友
喜
美
さ
ん（
福
良
）に

　
文
化
功
労
表
彰 

　
竹
本
さ
ん
は
、
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
の
数
少
な
い
伝
承
者
と
し

て
、
県
内
外
の
舞
台
に
出
演
し

て
、
技
芸
の
向
上
と
普
及
に
努

力
。
約
二
十
か
国
に
お
よ
ぶ
海

外
公
演
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
小
学
校
・
公
民
館

等
で
人
形
浄
瑠
璃
の
指
導
に
あ

た
る
な
ど
、
地
域
と
密
接
に
結

び
つ
い
た
活
動
に
よ
り
、
後
継

者
を
育
成
し
、
伝
統
芸
能
の
保

存
に
つ
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

■
川
本
繁
廣
さ
ん
（
灘
）
に 

　
農
林
水
産
功
労
者
表
彰 

　
川
本
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
八

年
に
地
域
の
出
荷
組
織
び
わ
Ｙ

Ｓ
Ｋ
組
合
を
立
ち
上
げ
、
び
わ

販
売
に
尽
力
。
出
荷
形
態
の
改

良
、
栽
培
技
術
の
研
究
に
も
熱

心
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
淡
路
果
樹
協
会
会
長
、
県

果
樹
研
究
会
副
会
長
な
ど
の
要

職
を
務
め
、
果
樹
栽
培
振
興
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。 

け
い
い
ち 

や
す
お 

いらか 

はも 

　
前
川
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
年
三

月
に
兵
庫
県
立
農
学
校
を
卒
業
後
、

兵
庫
県
経
済
農
業
協
同
組
合
連
合

会
な
ど
農
協
業
務
に
長
年
勤
め
、

平
成
九
年
一
月
か
ら
現
在
に
至
っ

て
は
、
あ
わ
じ
島
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長
と
し
て
、
県
内

十
四
農
協
の
中
で
野
菜
出
荷
額
六

割
（
一
位
）
を
占
め
、
タ
マ
ネ
ギ

や
レ
タ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
成
功

し
、
淡
路
島
を
全
国
的
に
有
名
な

産
地
に
導
き
ま
し
た
。 

　
受
章
に
際
し
「
農
家
の
皆
様
を

代
表
し
た
結
果
と
受
け
止
め
て
い

ま
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
す
。 

　
藤
江
さ
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年

四
月
一
日
よ
り
四
十
年
間
の
長
き

に
わ
た
り
、
公
立
中
学
校
教
諭
、

公
立
小
・
中
学
校
長
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
後
も
、
兵

庫
県
教
育
委
員
会
事
務
局
社
会
教

育
主
事
、
指
導
主
事
と
し
て
、
高

く
豊
か
な
識
見
と
卓
越
し
た
指
導

力
を
発
揮
し
、
調
和
と
中
立
性
、

安
定
性
の
あ
る
教
育
行
政
の
振
興

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。 

　
受
章
に
際
し
「
先
輩
、
同
僚
に

恵
ま
れ
章
を
頂
い
た
。
大
き
な
章

を
頂
き
感
激
し
て
い
ま
す
」
と
喜

び
を
語
っ
て
い
ま
す
。 

▲前川敬一さん ▲藤江保雄さん 

春
の
叙
勲 ま

が 

た
ま 

齋
藤
き
み
ゑ
さ
ん
、西
村
眞
さ
ん 

に
厚
生
労
働
大
臣
表
彰 

し
ん 

祖
山
進
司
さ
ん
、竹
本
友
喜
美 

さ
ん
、川
本
繁
廣
さ
ん
に
兵
庫 

県
功
労
者
表
彰 

と
も 

き   

み 

た
け
も
と 

か
わ
も
と
し
げ
ひ
ろ 

そ
や
ま 

し
ん
じ 



     

▽
受
付
期
間
　
６
月
６
日
（
月
）

　
〜
10
日
（
金
） 

▽
申
込
み
　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー 

▽
問
い
合
わ
せ
　
都
市
計
画
課
☎

　
37
・
３
０
１
６ 

【
市
営
住
宅
】 

○
伊
加
利
団
地
（
伊
加
利
２
４
９

　
０
番
地
） 

▽
対
象
　
政
令
月
収
20
万
円
以
下 

▽
募
集
戸
数
　
１
戸
Ｂ
―
17
号
　

　
３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
） 

▽
建
設
年
度
　
昭
和
53
年
度 

▽
家
賃
月
額
　
１
４
０
０
０
円
〜

　
２
３
３
０
０
円 

【
県
営
住
宅
】 

○
三
原
榎
列
鉄
筋
（
榎
列
松
田
７

　
４
８
番
地
２
） 

▽
対
象
　
政
令
月
収
20
万
円
以
下 

▽
募
集
戸
数
　
１
戸
２
号
棟
３
０

　
３
号
　
３
Ｄ
Ｋ
（
単
身
不
可
） 

▽
建
設
年
度
　
昭
和
52
年
度 

▽
家
賃
月
額
　
１
２
５
０
０
円
〜

　
２
０
７
０
０
円 

【
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
】 

○
四
季
の
丘
団
地
（
阿
万
塩
屋
町

　
８
５
３
│
１
） 

▽
対
象
　
政
令
月
収
20
万
円
以
上 

▽
募
集
戸
数
　
１
戸
Ｄ
棟
４
号
　

　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
メ
ゾ
ネ
ッ
ト
タ
イ
プ

　
（
単
身
不
可
） 

▽
建
設
年
度
　
平
成
16
年
度 

▽
家
賃
月
額
　
５
９
３
０
０
円
〜

　
６
３
０
０
０
円 

▽
駐
車
料
金
　
１
台
に
つ
き
月
額

　
２
５
０
０
円
（
屋
根
付
５
０
０

　
０
円
） 

   

▽
勤
務
期
間
　
７
月
上
旬
〜
８
月

　
下
旬 

▽
対
象
　
18
歳
（
高
卒
）
以
上 

▽
申
込
み
　
国
民
宿
舎
慶
野
松
原

　
荘
☎
36
・
３
３
９
１
、
慶
野
松

　
原
キ
ャ
ン
プ
場
☎
36
・
５
９
５

　
９ 

  

▽
業
務
内
容
　
子
育
て
学
習
セ
ン

　
タ
ー
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

▽
勤
務
地
　
南
淡
公
民
館 

▽
採
用
予
定
日
　
７
月
１
日
（
金
） 

▽
勤
務
時
間
　
週
４
日
、
午
前
９

　
時
〜
午
後
１
時 

▽
採
用
人
数
　
１
名 

▽
資
格
　
①
保
育
士
資
格
も
し
く

　
は
幼
稚
園
教
諭
免
許
、
②
普
通

　
自
動
車
免
許 

▽
受
付
期
間
　
６
月
15
日
（
水
）

　
ま
で 

▽
申
込
み
　
履
歴
書
に
必
要
事
項

　
記
入
（
写
真
必
要
）
の
上
、
市

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
文
化
振

　
興
課
（
☎
37
・
３
０
２
０
）
ま

　
で 

  

　
洲
本
実
業
高
等
学
校
の
設
備
を

利
用
し
て
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
開
催

し
ま
す
。 

▽
内
容
　
①
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
の
活

　
用
（
６
月
18
日
午
前
９
時
〜
午

　
後
３
時
30
分
）
、
②
小
学
生
親

　
子
パ
ソ
コ
ン
教
室
・
暑
中
見
舞

　
い
を
作
成
（
７
月
31
日
午
前
９

　
時
〜
正
午
）
、
③
エ
ク
セ
ル
の

　
基
礎
（
８
月
21
日
午
前
９
時
30

　
分
〜
午
後
３
時
30
分
） 

▽
定
員
　
各
40
人 

▽
費
用
　
テ
キ
ス
ト
代
千
円
程
度 

▽
申
込
み
　
洲
本
実
業
高
等
学
校

　
☎
22
・
１
２
４
０
、
Ｅ
メ
ー
ル

　sum
oto-ihs@

hyogo-c.ed.jp 
   

▽
期
間
　
７
月
２
日
（
土
）
〜
３

　
日
（
日
）
１
泊
２
日
。
２
日
が

　
公
式
練
習
と
前
夜
祭
。
３
日
が

　
レ
ー
ス 

▽
場
所
　
国
立
淡
路
青
年
の
家
、

　
阿
万
海
岸
海
水
浴
場 

▽
参
加
対
象
　
18
歳
以
上
の
男
女

　
（
１
チ
ー
ム
12
人
） 

▽
参
加
費
　
１
人
４
０
０
０
円
（
予

　
定
）
﹇
食
費
・
前
夜
祭
会
費
を

　
含
む 

﹈ 

▽
競
技
　
男
女
別
ト
ー
ナ
メ
ン
ト 

▽
申
込
み
　
国
立
淡
路
青
年
の
家

　
☎
55
・
２
６
９
６ 

   

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ

を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制

大
学
で
す
。 

▽
募
集
内
容
　
平
成
17
年
度
第
２

　
学
期
学
生 

▽
募
集
期
間
　
６
月
15
日
（
水
）

　
〜
８
月
31
日
（
水
）
ま
で 

▽
資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ
　 

　
放
送
大
学
兵
庫
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
７
８
・
８
０
５
・
０
０
５

　
２ 

  

▽
種
目
　
２
等
陸
海
空
士 

▽
身
分
　
特
別
職
国
家
公
務
員 

▽
応
募
資
格
　
18
歳
以
上
27
歳
未

　
満
の
男
子 

▽
受
付
期
間
　
６
月
６
日
（
月
）

　
ま
で
（
必
着
） 

▽
試
験
期
日
　
６
月
11
日
（
土
）
、

　
12
日
（
日
）
の
う
ち
指
定
す
る

　
１
日 

▽
問
い
合
わ
せ
　
市
役
所
総
務
課

　
☎
43
・
５
０
０
１
ま
た
は
自
衛

　
隊
淡
路
募
集
事
務
所
☎
24
・
２

　
４
４
９ 

  

　 
   

　
Ｗ
杯
サ
ッ
カ
ー
ド
イ
ツ
大
会
ア

ジ
ア
最
終
予
選
、
日
本
対
北
朝
鮮

戦
に
出
場
す
る
加
地
亮
選
手
（
湊

出
身
）
を
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
で
観

戦
・
応
援
し
ま
せ
ん
か
？ 

▽
日
時
　
６
月
８
日
（
水
）
午
後

　
５
時
30
分
開
場
、
午
後
７
時
30

　
分
キ
ッ
ク
オ
フ 

▽
場
所
　
西
淡
公
民
館 

▽
そ
の
他
　
入
場
無
料
。
先
着
予

　
約
、
当
日
は
自
由
席
（
３
２
７

　
席
） 

▽
申
込
み
　
南
あ
わ
じ
市
サ
ッ
カ

　
ー
協
会
・
河
辺
☎
０
９
０
・
３

　
６
２
２
・
８
９
４
３
、
　
36
・

　
５
５
７
９
、
ハ
ガ
キ : 

南
あ
わ

　
じ
市
湊
１
３
２
５
│
６ 

  

■
木
星
と
ガ
リ
レ
オ
衛
星
の
観
測 

▽
日
時
　
６
月
11
日
（
土
）
午
後

　
８
時
〜 

▽
場
所
　
神
代
小
学
校
校
庭 

▽
参
加
費
　
大
人
１
０
０
円
・
子

　
ど
も
無
料
（
当
日
受
付
） 

▽
そ
の
他
　
子
ど
も
だ
け
の
参
加

　
は
で
き
ま
せ
ん
。
悪
天
候
時
は

　
室
内
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
上
映

　
な
ど
を
実
施 

■
出
前
天
体
観
測
会 

▽
日
時
　
６
月
12
日
（
日
）
午
後

　
８
時
〜 

▽
場
所
　
伊
加
利
山
村
広
場
（
伊

　
加
利
１
１
７
８
番
地
１
） 

▽
参
加
費
　
無
料
（
定
員
50
人
） 

▽
そ
の
他
　
子
ど
も
だ
け
の
参
加

　
は
で
き
ま
せ
ん
。
雨
・
曇
り
や

　
悪
天
候
時
は
中
止 

▽
問
い
合
わ
せ
　
神
代
小
学
校
天

　
体
観
測
ド
ー
ム
再
建
準
備
会
　

　
会
長 : 

木
田
徹
☎
０
９
０
・
３

　
６
１
６
・
３
８
２
４ 

  

（
毎
月
第
４
日
曜
開
催
中
） 

▽
日
時
　
６
月
26
日
（
日
）
午
前

　
９
時
〜
正
午 

▽
場
所
　
福
良
漁
業
協
同
組
合 

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
跡
地
） 

▽
そ
の
他
　
お
買
上
５
０
０
円
ご 

　
と
に
ス
ピ
ー
ド
く
じ 

▽
問
い
合
わ
せ
　
福
良
漁
業
協
同

　
組
合
☎
52
・
０
０
６
４ 

  

▽
日
時
　
６
月
15
日
（
水
）
午
前

　
７
時
か
ら
約
１
時
間
程
度
（
毎

　
月
第
３
水
曜
日
実
施
） 

▽
場
所
　
丸
山
海
づ
り
公
園
周
辺

　
（
集
合
場
所 : 

丸
山
魚
彩
館
） 

▽
そ
の
他
　
一
般
参
加
も
大
歓
迎
。

　
雨
天
中
止 

▽
問
い
合
わ
せ
　
南
あ
わ
じ
市
観

　
光
協
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課

　
内
）
☎
37
・
３
０
１
２ 

  

▽
日
時
　
６
月
12
日
（
日
）
午
後

　
１
時
〜
５
時
（
受
付
12
時
30
分
） 

▽
場
所
　
国
立
淡
路
青
年
の
家 

▽
内
容
　
講
演
「
漂
着
ご
み
と
地

　
球
環
境
」
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
「
海
辺
の
カ
ル
テ
」
、
ま
と
め 

▽
参
加
費
　
２
０
０
円
（
予
定
） 

▽
申
込
み
　
国
立
淡
路
青
年
の
家

　
☎
55
・
２
６
９
６
、
Ｅ
メ
ー
ル 

　aw
aji@
seinen.go.jp 

  

▽
内
容
　
健
康
づ
く
り
体
操 

▽
日
時
　
６
月
４
日
（
土
）
午
後

　
２
時
〜
３
時
30
分 

▽
場
所
　
三
原
公
民
館
２
階
和
室 

▽
講
師
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　
太
陽
の
家
　
増
田
真
由
美
看
護
師 

▽
対
象
者
　
市
内
在
住
の
方 

▽
申
込
み
　
南
あ
わ
じ
市
在
宅
介

　
護
支
援
セ
ン
タ
ー
〔
ケ
ア
セ
ン

　
タ
ー
太
陽
の
家
〕
☎
43
・
３
８

　
０
３ 

   

　
ゆ
ー
ぷ
る
で
は
６
月
４
日
（
土
）

〜
12
日
（
日
）
ま
で
の
９
日
間
、

年
に
１
度
の
回
数
券
特
別
割
引
販

売
を
行
い
ま
す
。
１
冊
（
10
回
分
）

５
０
０
０
円
、
３
冊
１
４
０
０
０

円
、
５
冊
２
３
０
０
０
円
、
10
冊

４
０
０
０
０
円
。
こ
の
機
会
に
お

買
い
求
め
く
だ
さ
い
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
ゆ
ー
ぷ
る
☎
50 

　
・
５
１
２
６ 

   

▽
期
間
　
７
月
10
日
（
日
）
ま
で 

▽
内
容
　
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
フ
ラ

　
ワ
ー
シ
ョ
ー
ス
ペ
ー
ス
で
は
百

　
種
類
の
白
い
花
と
数
々
の
滝
で

　
演
出
す
る
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
空
間
。

　
子
ど
も
が
大
好
き
な
食
虫
植
物

　
や
和
の
涼
の
庭
な
ど 

▽
問
い
合
わ
せ
　
県
立
淡
路
夢
舞

　
台
温
室
☎
０
７
９
９
・
74
・
１

　
２
０
０ 

  

　
広
報
南
あ
わ
じ
９
ペ
ー
ジ
「
南

あ
わ
じ
市
下
水
道
排
水
設
備
指
定

工
事
店
」
欄
の
榎
列
地
区
に
「
ト

ヨ
タ
デ
ン
キ
」
が
未
掲
載
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。 

　
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

　 
   

▽
日
時
　
６
月
21
日
（
火
）
午
後

　
１
時
30
分
〜
４
時
30
分 

　
（
毎
月
第
４
火
曜
日
に
予
定
） 

▽
場
所
　
三
原
公
民
館
１
階
小
会

　
議
室 

▽
内
容
　
市
民
を
対
象
に
無
料
で

　
市
顧
問
弁
護
士
が
法
律
相
談
に

　
応
じ
ま
す 

▽
そ
の
他
　
予
約
が
必
要
（
先
着

　
10
名
ま
で
） 

▽
申
込
み
　
市
民
課
☎
43
・
５
０

　
２
３ 

  

　
家
庭
に
お
け
る
18
歳
ま
で
の
児

童
・
生
徒
に
関
す
る
悩
み
、
心
配

事
な
ど
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
、

支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
相
談
の
内

容
に
よ
っ
て
は
、
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
等
の
関
係
機
関
と
と
も
に

解
決
を
図
り
ま
す
。
秘
密
は
、
堅

く
守
り
ま
す
。 

▽
内
容
　
心
身
の
発
育
、
養
育
、

　
性
格
や
行
動
、
非
行
、
不
登
校
、

　
家
庭
的
な
環
境
等
。
家
庭
児
童

　
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

▽
相
談
日
　
月
・
火
・
木
の
午
前

　
９
時
〜
午
後
５
時
（
祝
日
は
休

　
み
） 

▽
場
所
　
福
祉
課
（
福
祉
事
務
所

　
内
） 

▽
申
込
み
　
福
祉
課
☎
44
・
３
０

　
０
２ 

   

　
秘
密
厳
守
に
無
料
で
専
門
の
相

談
員
に
よ
る
相
談
を
行
い
ま
す
。

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。 

■
高
齢
者
へ
の
年
金
・
保
険
相
談 

▽
日
時
　
６
月
17
日
（
金
）
午
前

　
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分 

▽
場
所
　
県
洲
本
総
合
庁
舎 

■
高
齢
者
へ
の
法
律
相
談 

▽
日
時
　
６
月
10
、
24
日
（
金
）

　
午
後
１
時
〜
３
時 

▽
場
所
　
県
洲
本
総
合
庁
舎 

■
パ
ソ
コ
ン
で
対
話
の
法
律
相
談 

▽
日
時
　
６
月
２
、
９
、
16
、
23
、

　
30
日
（
木
）
午
後
１
時
〜
３
時 

▽
場
所
　
県
洲
本
総
合
庁
舎 

■
申
込
み
　
さ
わ
や
か
県
民
相
談

　
室
☎
０
１
２
０
・
36
・
７
８
３

　
０ 

  

▽
日
時
・
場
所
　
６
月
９
日
（
木
）

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
４
時
（
淡

　
路
市
役
所
本
庁
舎
、
☎
０
７
９

　
９
・
64
・
０
０
０
１
）
。
６
月

　
16
日
（
木
）
午
前
10
時
30
分
〜

　
午
後
４
時
（
県
洲
本
総
合
庁
舎
、

　
☎
０
１
２
０
・
36
・
７
８
３
０
） 

   

■
法
律
・
登
記
相
談 

▽
日
時
　
６
月
21
日
（
火
）
午
前

　
10
時
〜
正
午 

▽
場
所
　
県
洲
本
総
合
庁
舎 

▽
申
込
み
　
☎
26
・
３
１
２
３ 

■
多
重
債
務
者
相
談 

▽
日
時
　
６
月
27
日
（
月
）
午
前

　
10
時
〜
正
午 

▽
場
所
　
県
洲
本
総
合
庁
舎 

▽
申
込
み
　
☎
22
・
９
５
８
４ 

２００５.６.１発行 １６ １７ 

募
　
集

ご
案
内

瓦 

ば 

ん

情
報 

情報瓦ばん 

広報 

公
営
住
宅
入
居
者 

子
育
て
学
習
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー 

パ
ソ
コ
ン
講
座 

介
護
教
室 

広
報
５
月
号
の
訂
正 

無
料
法
律
相
談
の
実
施 

家
庭
児
童
相
談 

交
通
事
故
相
談 

天
体
観
測
会 

自
衛
官
採
用
試
験 

う
ず
し
お
朝
市 

集
ま
れ
環
境
の
日 

国
民
宿
舎
慶
野
松
原
荘
と
慶
野 

松
原
キ
ャ
ン
プ
場
ア
ル
バ
イ
ト 

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
・
加
地
亮 

選
手
を
一
緒
に
応
援
し
よ
う 

丸
山
海
づ
く
り
公
園
の
美
化
活
動 

う
ず
し
お
カ
ッ
タ
ー
レ
ー
ス 

参
加
チ
ー
ム 

自
宅
が
キ
ャ
ン
パ
ス 

「
放
送
大
学
」
学
生 

ゆ
ー
ぷ
る
回
数
券
の 

特
別
割
引
販
売 

 

県
立
淡
路
夢
舞
台
温
室
の 

ウ
ォ
ー
タ
ー
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー 

困
っ
た
時
は
、
ど
ん
な
こ
と 

で
も
さ
わ
や
か
県
民
相
談
室
へ 

司
法
書
士
会
淡
路
支
部
の 

無
料
相
談 

相
　
談

FAX

か  

じ 

あ
き
ら 



２００５.６.１発行 １８ １９ 

まなびの扉 

広報 

■文化施設 
滝川記念美術館「玉青館」 
　☎36-2314 
淡路人形浄瑠璃資料館 
　☎43-5037 
産業文化センター☎38-0201 
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260 
■社会体育施設 
サンライズ淡路☎45-1411 
西淡社会教育センター・ 
西淡グラウンド☎36-2027 
伊加利山村広場☎39-1126 
温水プール☎42-4994 
三原健康広場☎42-5630 
B&G南淡海洋センター 
　☎52-2404 
阿万スポーツセンター 
　☎55-0652 
賀集スポーツセンター 
　☎54-0779 
文化体育館☎50-5077 
吹上浜野外教育センター 
　☎55-0948 
■公民館等 
緑公民館☎44-3008 
西淡公民館☎37-3028 
三原公民館☎43-5038 
南淡公民館☎50-3048 
松帆地区公民館☎36-2137 
湊地区公民館☎36-3535 
津井地区公民館☎38-0010 
丸山地区公民館☎39-0210 
阿那賀地区公民館☎15-1036（CA） 
伊加利地区公民館☎39-0567 
西淡志知公民館☎36-5526 
榎列公民館☎42-2393 
八木地区公民館☎42-5956 
市地区公民館☎42-5957 
神代地区公民館☎42-5958 
三原志知公民館☎42-6343 
賀集公民館☎54-0331 
阿万地区公民館☎55-0046 
北阿万地区公民館☎55-0055 
灘地区公民館☎56-0001 
沼島地区公民館☎57-0001

ま
な
び
の
扉

   

「
さ
わ
り
教
室
」
生
徒
募
集 

▽
日
時
　
月
２
回
（
第
２
金
曜
日
、

　
第
４
日
曜
日
）
午
後
８
時
〜
９

　
時 

▽
場
所
　
北
阿
万
公
民
館 

▽
対
象
者
　
小
学
生
〜
大
人 

▽
指
導
者
　
竹
本
友
喜
美
師
匠
（
淡

　
路
人
形
座
） 

▽
そ
の
他
　
初
心
者
大
歓
迎
。
研

　
修
会
、
発
表
会
な
ど
も
あ
り
ま

　
す 

▽
問
い
合
わ
せ
　
北
阿
万
公
民
館

　
☎
55
・
０
０
５
５ 

  

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
人
権
啓

発
の
た
め
に
視
聴
覚
教
材
を
貸
し

出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
西
淡
公

民
館
２
階
ロ
ビ
ー
に
個
人
ま
た
は

グ
ル
ー
プ
で
自
由
に
ビ
デ
オ
を
見

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
ま
し

た
。
皆
様
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
人
権
教
育
課
☎

　
37
・
３
０
１
９ 

 

  

　
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
18

年
度
使
用
予
定
の
小
中
学
校
の
教

科
書
を
広
く
一
般
の
方
に
展
示
し

ま
す
。 

▽
日
時
　
６
月
17
日
（
金
）
〜
７

　
月
６
日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午

　
後
５
時
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
） 

▽
場
所
　
西
淡
公
民
館 

▽
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
☎

　
37
・
３
０
１
８ 

  

▽
期
間
　
６
月
13
日
（
月
）
ま
で 

▽
場
所
　
西
淡
公
民
館 

▽
内
容
　
写
真
・
絵
画
・
手
芸
等

　
の
展
示 

▽
主
催
　
西
淡
文
化
団
体
連
絡
協

　
議
会 

▽
問
い
合
わ
せ
　
西
淡
公
民
館
☎

　
37
・
３
０
４
８ 

   

　
初
心
者
大
歓
迎
。
体
力
に
合
わ

せ
た
練
習
で
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？ 

▽
日
時
　
６
月
10
日
〜
７
月
29
日

　
ま
で
の
毎
週
金
曜
日
午
後
８
時

　
〜
10
時 

▽
場
所
　
西
淡
社
会
教
育
セ
ン 

　
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

▽
受
講
料
　
３
０
０
０
円 

▽
そ
の
他
　
ラ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ー
ル

　
は
用
意
し
て
い
ま
す
。 

▽
申
込
み
　
西
淡
社
会
教
育
セ
ン

　
タ
ー
☎
36
・
２
０
２
７
　 

   

▽
日
時
　
６
月
５
日
（
日
）
午
前

　
９
時
〜
午
後
４
時 

▽
場
所
　
西
淡
社
会
教
育
セ
ン 

　
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

▽
内
容
　
男
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部
・

　
２
部
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
１
部
・

　
２
部
。
男
女
と
も
リ
ー
グ
戦
。

　
各
ブ
ロ
ッ
ク
上
位
２
チ
ー
ム
が

　
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
。
一
人
参

　
加
の
場
合
は
本
部
で
ペ
ア
を
手

　
配
し
ま
す 

▽
申
込
み
　
せ
い
だ
ん
テ
ニ
ス
協

　
会
・
宮
本
☎
36
・
３
４
５
０ 

    

▽
開
館
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時 

　
（
休
館
日 : 

月
曜
・
祝
日
の
翌

　
日
・
年
末
年
始
） 

▽
特
別
展
示
室
　
「
淡
路
人
形
頭

　
展
」
収
蔵
庫
に
保
存
し
て
い
る

　
市
村
六
之
丞
座
の
頭
類
を
展
示
。

　
６
月
末
ま
で 

▽
第
２
展
示
室
　
「
徳
田
寿
春
写

　
真
展
│
カ
メ
ラ
の
旅
日
記
│
」

　
６
月
３
日
（
金
）
〜
７
月
末
ま

　
で 

▽
問
い
合
わ
せ
　
淡
路
人
形
浄
瑠

　
璃
資
料
館
☎
43
・
５
０
３
７ 

 

   

　
毎
年
恒
例
の
『
友
の
会
・
見
学

会
』
を
今
年
も
２
回
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
見
学
会
で
は
、
単
に
美
術

館
や
博
物
館
に
行
っ
て
、
見
る
だ

け
で
は
な
く
、
展
覧
会
を
担
当
し

た
学
芸
員
さ
ん
や
解
説
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
方
、
時
に
は
館
長
さ
ん
な

ど
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
い
て
鑑

賞
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に

ご
参
加
い
た
だ
い
た
会
員
さ
ん
は
、

「
何
よ
り
も
専
門
家
に
よ
る
解
説

が
あ
る
か
ら
、
見
学
す
る
ポ
イ
ン

ト
が
良
く
わ
か
る
し
、
美
術
や
文

化
財
が
好
き
な
人
た
ち
と
一
緒
に

過
ご
す
時
間
が
と
て
も
楽
し
い
で

す
ね
」
と
い
っ
た
感
想
を
よ
く
お

聞
き
し
ま
す
。 

　
こ
の
楽
し
い
『
見
学
会
』
に
参

加
ご
希
望
の
方
は
、
ま
ず
、
玉
青

館
友
の
会
に
入
会
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
今
年
の
予
定
は
次
の
通

り
で
す
。  

◆
第
１
回
見
学
会 

▽
日
時
　
６
月
30
日
（
木
）
午
前

　
８
時
〜 

▽
場
所
　
鶴
林
寺
（
鶴
林
寺
美
術

　
館
）
、
県
立
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ

　
ー
、
県
立
歴
史
博
物
館
（
特
別

　
展
『
義
経
』
名
宝
で
た
ど
る
義

　
経
の
時
代
） 

▽
参
加
費
　
５
５
０
０
円 

◆
第
２
回
見
学
会
（
予
定
） 

▽
日
時
　
10
月
22
日
（
土
） 

▽
内
容
　
「
京
都
人
」
洋
画
家
奥

　
山
普
画
伯
と
秋
の
京
都
美
術
探

　
索
と
い
う
こ
と
で
、
奥
山
画
伯

　
と
京
都
御
所
『
時
代
祭
』
の
舞

　
台
裏
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
東
本
願

　
寺
別
院
（
国
名
勝
）
、
島
原
揚

　
屋
「
角
屋
」
（
国
指
定
）
等
の

　
見
学
。 

※
諸
般
の
都
合
に
よ
り
、
第
２
回

　
は
内
容
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も

　
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了

　
承
く
だ
さ
い
。 

▽
問
い
合
わ
せ
　
友
の
会
事
務
局

（
玉
青
館
）
☎
36
・
２
３
１
４ 

小
中
学
校
用
教
科
書
の
展
示 

五
月
展
開
催
中 

人
権
啓
発
ビ
デ
オ
等
の
貸
し
出
し 

淡
路
の
伝
統
芸
能
・
浄
瑠
璃
を 

口
ず
さ
み
ま
せ
ん
か
？ 

中
高
年
の
た
の
し
い 

テ
ニ
ス
教
室 

東
か
が
わ
・
西
淡
交
流 

テ
ニ
ス
大
会 

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館 

特
別
展 

玉
青
館『
友
の
会
』か
ら
の 

お
知
ら
せ 

初回トレーニング講習会の受講者募集 初回トレーニング講習会の受講者募集 
南あわじ市文化体育館「元気の森ホール」からのお知らせ 

※申込みは6月5日（日）午前8時30分から電話で 
　受付します。☎50-5077 
※お子様連れでの受講はご遠慮ください。 

対 象 者  
講習会受講料 
1講習会定員 
利 用 料 金  

16歳以上 
500円 
6名（完全予約制） 
200円（2回目以降） 

● 
● 
● 
● 

　トレーニングルームを利用する場合、初回のみ
この講習会を受講していただきます。 

月日 曜日 第1講習時間 第2講習時間 

１４：００～１５：３０ 

１４：００～１５：３０ 

１８：３０～２０：００ 

１４：００～１５：３０ 

１０：３０～１２：００ 

１０：３０～１２：００ 

１３：３０～１５：００ 

１０：３０～１２：００ 

土 

日 

金 

日 

６月１１日 

６月１９日 

６月２４日 

６月２６日 

今月の
おすすめ図書

　旧四町で発行している図書利用券は、 

現在使用できませんので、「南あわじ市

図書利用者カード」への切り替えが必要

です。カードの発行は、最寄りの図書館（室）

で出来ますので、本人確認ができるもの

（免許証・保険証・学生証・旧町カード等）

をご持参のうえ、申請してください。 

　「南あわじ市図書利用者カード」を発

行できるのは、淡路島内にお住まいの方、

および南あわじ市に在勤・在学の方です。 

 

 

　本を借りられた方は、返却期日までに

必ずご返却くださるようお願いします（予

約本の場合があります）。休館日および

時間外に返却に来られた場合には、「返

却ポスト」に入れてください。 

　図書館は、マナーを守って利用しまし

ょう。館内での携帯電話の使用や、会話・

飲食・喫煙はご遠慮くださるようお願い

いたします。 

図書利用者カードの発行について 

図書利用にあたってのお願い 

島本理生著（角川書店） 
●ナラタージュ 

緑公民館図書室℡44-3008

　大学2年の春、高校時
代片思いをしていた先生
からの電話に、泉は思わ
ずときめく。だが、先生の
過去には大きな秘密があっ
た。一生に一度の究極の
恋を瑞々しい感性で描く。 

☆開館時間／9時30分～19時 
　ただし、日曜日・祝日は、午後5時まで 
　（緑、西淡公民館図書室は土曜日も5時まで） 
☆休 館 日／月曜日・祝日の翌日 
　　　　　　月末整理日（平日） 
※図書の返却は市内の図書館（室）のどこに
　でも、お返しいただけるようになりました。 

みんなの図書館
～本と心のふれあいの場～ 

日 月 火 水 木 金 土 
　 1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

●6月の図書館カレンダー 

※○はおやすみです 

月末日 

川口松太郎著（読売新聞社） 
●一休さんへの道〈上〉〈下〉 

西淡公民館図書室℡37-3028

　子供たちも知ってい
る「一休さん」。庶民の
味方として生きとおし
た一休禅師の生涯を綴っ
た物語。 

●漫画館〈全5巻〉 
　宮沢賢治著（潮出版社） 

●おおかみかめんと 
　きつねどん 
　のぶみ／絵と文（教育画劇） 

たばたせいいち作（童心社） 
●ひ・み・つ 

南淡図書館℡53-0234

 ゆうきは大好きなおばあ
ちゃんの大切な「ひみつ
＝ねがい」をかなえるた
めに、ききみみずきんを
かぶってお宮の森にむか
います。そして・・・。生き
ていく元気がわく絵本。 

手島悠介作（学研） 
●裁判とふしぎなねこ 

三原図書館℡43-5037

　学校で裁判の劇をする
ことになった。ぼくが裁判
長の役となって判決を言
いわたす。人を裁くのが
裁判官なのに、ぼくは自
分の罪をかくしていた・・・。
少年のゆれる心を描く。 

●夫婦を長続きさせる会話術 
　津田妙子著（小学館） 

●ガンに生かされて 
　飯島夏樹著（新潮社） 

　松帆櫟田の願海寺（お大師さん）にある市指定重

要文化財の松尾芭蕉句碑「扇塚」は１７８９年に淡路

最初の芭蕉塚として建立。碑面には「ひらひらと揚る

扇子や　雲の峰　はせを」と刻まれています。 

　しかし、長年の風化により劣化が進み、地元では由

緒ある同塚を後世に残したいとこのほど、石材で出来

た屋根付の案内板が作られました。案内板には建立

の由来などが記され、同寺の訪問者から関心を集め

ています。 

芭蕉句碑「扇塚」に屋根付案内板を設置 い
ち
む
ら
ろ
く
の
じ
ょ
う
ざ 

か
く
り
ん
じ 

お
く 

や
ま
ひ
ろ
し 

あ
げ 

や 

す
み 

や 

がんかいじ 

おうぎづか 

あぐ 

おうぎ 



　
梅
雨
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。 

洗
濯
物
は
乾
か
な
い
、
ト
イ
レ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
も
思
う
よ
う

に
進
ま
な
い
と
心
の
中
も
じ
め
じ

め
し
て
き
ま
せ
ん
か
？ 

　
基
本
的
生
活
習
慣
（
食
事
・
排

泄
・
着
脱
・
清
潔
・
睡
眠
）
は
、

育
児
書
の
知
識
を
そ
の
ま
ま
我
が

子
に
置
き
換
え
て
み
て
も
思
う
よ

う
に
進
ま
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。 

　
育
児
に
疲
れ
た
時
こ
そ
（
も
う

い
つ
も
疲
れ
て
る
わ
ぁ
！
！
と
の

声
）
子
ど
も
と
ふ
れ
合
い
ま
し
ょ

う
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

っ
て
親
子
で
笑
顔
を
取
り
戻
し
て

く
だ
さ
い
。
子
ど
も
は
、
一
緒
に

遊
ん
で
く
れ
る
お
母
さ
ん
が
大
好

き
で
す
。
叱
ら
れ
て
も
安
心
・
信

頼
で
き
る
存
在
な
の
で
す
。
お
母

さ
ん
も
子
ど
も
を
信
頼
し
、
す
ぐ

に
手
を
貸
す
の
で
は
な
く
見
守
る

こ
と
や
言
葉
か
け
を
大
切
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
忍
耐
が
必
要
で

す
よ
ね
。
一
人
で
曇
空
に
な
ら
ず

に
体
験
や
交
流
に
ひ
ろ
ば
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
育
児
の
仲

間
で
す
。
悩
み
を
口
に
す
る
こ
と

で
晴
れ
間
が
指
す
こ
と
も
あ
り
ま

す
よ
。 

（
南
あ
わ
じ
市
子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー
み
は
ら
　
沼
田
陽
子
） 
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心のかけはし 

広報 

み ど り（☎44-3008）開設日：月・火・水・金 
せいだん（☎37-3028）開設日：月・火・木・金 
み は ら（☎42-7703）開設日：火・水・木・金 
なんだん（☎50-3048）開設日：月・火・水・金 

■南あわじ市子育て学習センター 

子育て広場子育て広場 午前9時～ 
午後1時 

【開設時間】 
心
に
晴
れ
間
を
⋯

心
の
か
け
は
し

心
の
か
け
は
し

心
の
か
け
は
し

地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
運
動

青少年育成センター 
☎37－3026

ハ
ー
ト
ブ
リ
ッ
ジ
・
メ
ン
バ
ー
ズ 

　
子
ど
も
の
悲
惨
な
事
件
が
起
き

る
た
び
に
「
心
の
教
育
」
「
い
の

ち
の
教
育
」
の
必
要
性
と
大
切
さ

が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
。
「
魂
の
教

育
」
の
必
要
性
を
主
張
す
る
大
人

も
い
ま
す
。
ど
れ
も
重
要
な
こ
と

は
否
定
で
き
ま
せ
ん
が
、
言
葉
だ

け
の
精
神
論
に
終
わ
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
い
ろ
い

ろ
な
問
題
や
悩
み
、
例
え
ば
非
行

問
題
や
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
の

問
題
に
接
す
る
と
き
、
子
ど
も
が

日
ご
ろ
の
生
活
で
困
難
を
解
消
す

る
「
関
係
」
を
持
ち
得
て
い
な
い

こ
と
に
問
題
が
あ
る
の
だ
と
気
づ

き
ま
す
。
そ
し
て
、
個
人
の
「
心
」

で
は
な
く
「
関
係
」
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
問
題
な
の
だ
と

強
く
思
う
の
で
す
。 

　
「
こ
こ
ろ
」
と
い
う
の
は
、
も

と
は
「
こ
ろ
こ
ろ
」
で
あ
っ
た
と
、

あ
る
高
僧
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
人
間
の
心
は
こ
ろ

こ
ろ
変
わ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と

で
し
ょ
う
。
確
か
に
、
「
関
係
」

に
よ
っ
て
人
の
心
は
明
る
く
な
っ

た
り
暗
く
な
っ
た
り
、
う
れ
し
く

な
っ
た
り
、
悲
し
く
な
っ
た
り
し

ま
す
。
ま
た
、
む
か
つ
く
、
い
ら

つ
く
、
き
れ
る
な
ど
の
心
の
問
題

は
「
関
係
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
」
の
問
題
か
ら
起
き
て
い
ま

す
。
「
よ
い
子
」
が
「
き
れ
る
」

背
景
も
「
関
係
」
に
あ
る
の
で
す
。 

　
現
実
問
題
の
解
決
が
心
の
問
題

の
解
消
に
す
り
替
え
ら
れ
て
終
わ

っ
て
し
ま
っ
て
は
、
病
巣
を
隠
し

問
題
の
根
本
的
解
決
を
誤
ら
せ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

大
人
と
子
ど
も
が
つ
な
が
る 

校
区
社
会
に 

　
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
個
人

の
心
で
は
な
く
、
大
切
な
の
は
子

ど
も
た
ち
の
人
間
関
係
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
育
み
豊
か
に
す

る
こ
と
で
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
他
者
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
培
う

場
が
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
「
居

場
所
の
な
さ
感
覚
」
の
ま
ま
成
長

し
た
ら
、
そ
の
子
の
行
き
着
く
先

は
目
に
見
え
て
い
る
よ
う
に
思
う

の
で
す
。
悪
質
な
事
件
を
起
こ
し

た
人
物
が
そ
れ
を
教
え
て
い
ま
す
。 

　
子
ど
も
が
育
つ
に
は
村
中
の
大

人
が
必
要
で
す
。
大
勢
の
い
ろ
い

ろ
な
大
人
と
触
れ
合
う
学
校
や
校

区
社
会
で
あ
れ
ば
、
だ
れ
か
が
そ

の
子
の
良
い
点
を
す
く
い
あ
げ
、

な
ん
ら
か
で
認
め
励
ま
す
機
会
が

増
え
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
子
ど

も
た
ち
が
癒
さ
れ
「
学
校
っ
て
楽

し
い
と
こ
ろ
」
や
「
校
区
っ
て
優

し
い
」
と
の
豊
か
な
感
情
が
育
ま

れ
る
と
思
う
の
で
す
。
そ
し
て
中

に
は
「
立
ち
直
る
き
っ
か
け
」
を

得
る
つ
ま
ず
い
た
子
ど
も
も
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

校
区
の
子
ど
も
は
ど
の
子
も 

大
切
な
ま
ち
の
宝 

　
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が
と
て

も
可
愛
く
て
、
朝
の
あ
い
さ
つ
、

声
か
け
が
と
て
も
楽
し
く
待
ち
遠

し
い
思
い
で
す
」
手
を
ふ
っ
て
い

る
私
ど
も
の
手
に
飛
び
つ
い
て
パ

チ
ン
と
手
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

う
れ
し
い
で
す
」
と
あ
る
ハ
ー
ト

ブ
リ
ッ
ジ
・
メ
ン
バ
ー
ズ
の
お
ば

さ
ん
か
ら
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。 

　
学
校
の
中
で
あ
れ
外
で
あ
れ
、

ま
た
少
年
で
も
青
年
で
も
「
校
区

の
子
ど
も
と
し
て
は
同
じ
」
で
す
。

そ
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
大
人

も
癒
さ
れ
元
気
を
も
ら
え
る
か
ら

こ
そ
住
民
と
し
て
の
「
仲
間
」
で

も
あ
る
の
で
す
。
学
校
は
も
ち
ろ

ん
校
区
全
体
に
視
線
が
お
よ
ぶ
よ

う
な
住
民
仲
間
を
増
や
す
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。 

　
「
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ

ん
運
動
」
は
そ
う
い
う
思
い
を
持

っ
た
大
人
を
育
成
し
、
子
ど
も
が

育
つ
地
域
社
会
を
み
ん
な
で
作
っ

て
い
く
取
り
組
み
で
す
。
ぜ
ひ
運

動
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。 

▲トライやるの中学生と一緒にミニ運動会をして遊びました（子育て学習センターみはら） 

個
人
の
心
よ
り
﹁
関
係
﹂
の
問
題

入谷　洋司（　市　） 

谷池　直哉（津　井） 

宮本　芳幸（阿　万） 

久留米晋吾（潮美台） 

狩野　聡男（潮美台） 

　所　　学（榎　列） 

福島　寿一（阿　万） 

泊　　幹也（福　良） 

波戸　大樹（津　井） 

阿部　隆志（阿　万） 

前田　晋志（北阿万） 

原　　　護（志　知） 

小坂　武史（松　帆） 

沖　　大史（大阪府） 

沼田　泰宏（神　代） 

加藤　正人（福　良） 

冨本　紘之（松　帆） 

4月27日 

4月29日 

5月1日 

5月5日 

5月5日 

5月5日 

5月5日 

5月5日 

5月5日 

5月5日 

5月6日 

5月7日 

5月11日 

5月11日 

5月15日 

5月17日 

5月18日 

はじめまして
すこやかに
はじめまして
すこやかに

※この欄への掲載を希望しない人は、届け出のときに窓口へお申し出ください。 

赤ちゃん 性別 

保護者 地区 出生日 

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日 

出生 

平成１７年５月１９日までの受付分（敬称略） 

いつまでもお幸せにいつまでもお幸せに結婚 

舩曵　元子（　市　） 

古井まきば（松　帆） 

出口　　奏（淡路市） 

坂本　奈々（洲本市） 

浪花まりこ（神　代） 

阿部　和泉（阿　万） 

坂口久美子（五色町） 

清水　亜紀（倭　文） 

生垣　樹里（神　代） 

西川　沙織（五色町） 

以頭　博子（北阿万） 

　須あゆみ（　市　） 

佐野　　梢（松　帆） 

澤内　千香（志　知） 

谷　真由美（阿那賀） 

赤塚　智恵（愛知県） 

西山　依里（松　帆） 

●人　口 

　（男） 

　（女） 

●世帯数 

５４，４８４人（前月比－２６人） 

２６，３０６人（前月比－６人） 

２８，１７８人（前月比－２０人） 

１７，９８０世帯（前月比＋３６世帯） 
※平成17年5月1日現在 

ま
ち
の
動
き 

天野　更咲　女　真　吾　倭　文 4月6日 

川口　心羽　女　一　国　福　良 4月8日 

前田　苺花　女　将　司　潮美台 4月8日 

坂東　佑月　女　知　彦　　市　　4月13日 

伊達　暖空　男　康　行　　市 4月13日 

武田　遥奈　女　浩　明　八　木 4月14日 

上田　善生　男　直　樹　神　代 4月16日 

竹谷　結羽　女　英　晃　阿那賀　4月17日 

坂本葉由奈　女　匠　司　北阿万　4月18日 

村上　太一　男　　輝　　阿　万　4月19日 

平山　ゆき　女　　毅　　榎　列　4月19日 

伊木　愛結　女　秀　樹　松　帆 4月19日 

濱本　瑠緯　男　祐　二　　灘　　4月20日 

谷川こころ　女　公　浩　広　田 4月23日 

山　　一正　男　博　満　阿那賀　4月26日 

廣内　麻央　女　友　和　榎　列　4月26日 

山口　翔暉　男　元　康　広　田 4月27日 

平野　真衣　女　友　也　八　木 4月30日 

山本　彩乃　女　哲　夫　大阪府 5月1日 

山崎　愛美　女　敏　弘　榎　列 5月3日 

立浪　皓斗　男　浩　司　賀　集 5月4日 

不動　陽翔　男　隆　永　広　田 5月5日 

冨岡彩寿実　女　敏　晃　倭　文 5月7日 

川上　哲人　男　耕　平　福　良　5月8日 

園生　芽咲　女　成　人　阿　万　5月11日 

白瀬　みゆ　女　暁　之　賀　集　5月16日 

さらさ 

こはね 

まいか 

ゆづき 

はるく 

はるな 

ぜ　ん 

ゆ　う 

は  ゆ  な　   

たいち 

 

あ　ゆ 

る　い 

 

かずまさ 

ま　お 

しょうき 

ま　い 

あやの 

あ　み 

ひろと 

はると 

い  ず  み　   

てっと 

めいさ 



２２ 

い
き
い
き
健
康
生
活
●緑保健福祉センター 

☎44-3009 

●西淡保健センター 

☎37-3029 

●三原保健センター 

☎43-5039 

●南淡福祉保健センター 

☎50-2122

広報 

２００５.６.１発行 ２３ 

いきいき健康生活 

日 曜日 内 容  受付時間 場 所  

日 曜日 内 容  受付時間 場 所  

日 曜日 内 容  受付時間 場 所  

緑保健福祉センター ☎44－3009

☎43－5039

☎37－3029

☎50－2122

三原保健センター 

日 曜日 内 容  受付時間 場 所  

6月の健康カレンダー

1 

6 

8 

13 

15 

20 

22

水 

月 

水 

月 

水 

月 

水 

１３：３０～１５：３０

9：00～11：30 

１３：３０～１５：３０ 

9：00～11：30 

１３：３０～１５：３０ 

9：00～11：30 

１３：３０～１５：３０ 

い き い き 教 室  

成 人 健 康 相 談  

リ ハ ビ リ 教 室  

成 人 健 康 相 談  

い き い き 教 室  

糖 尿 病 相 談  

リ ハ ビ リ 教 室  

し づ お り 館  

水 

木 

月 

木 

月 

水 

水 

1 

2 

6

9 

20

22

8

13：30～15：00 

10：00～11：00 

13：30～15：00 

10：00～12：00 

13：30～16：00 

10：00～11：00 

13：30～15：00 

10：00～12：00 

13：30～15：00

健 康 相 談  

〃 

〃 

おいしいお菓子教室 

リ ハ ビ リ 教 室  

健 康 大 学  

ヘルシースリム教室 

男 の 料 理 教 室  

足 腰 お 達 者 教 室  

湯 の 川 荘  

万 松 園  

西淡保健センター 

松帆活性化センター 

西淡保健センター 

万 松 園  

西淡保健センター 

松帆活性化センター 

湯 の 川 荘  

1 

2 

6 

7 

8 

9 

13 

 

 

 

 

 

20 

23 

24 

29 

30

水 

木 

月 

火 

水 

木 

月 

 

 

 

 

 

月 

木 

金 

水 

木 

9：30～11：00 

〃 

〃 

10：00～11：00 

9：30～11：00 

9：30～12：00 

13：30～15：00 

9：30～11：00 

13：30～15：00 

9：30～12：00 

 

 

13：30～15：00 

9：30～11：00 

16：00～17：00

住 民 健 康 相 談  

〃 

老 人 い き い き 教 室  

住 民 健 康 相 談  

〃 

ヘルシークッキング教室 

リ ハ ビ リ 教 室  

糖 尿 病 教 室  

ダ ン ベ ル 教 室  

男 の 料 理 教 室  

沼 島 い き い き 教 室  

愛 育 班 研 修 会  

リ ハ ビ リ 教 室  

住 民 健 康 相 談  

訪問リハビリテーション 

町 ぐ る み 健 診  

〃 

南淡福祉保健センター 

老人憩いの家・ふくら荘

南淡福祉保健センター 

灘開発総合センター 

農村環境改善センター 

仁 尾 荘  

阿 万 地 区  

2

6

16

20

21

木 

月 

木 

月 

火 

14：15

9：00～11：00

13：30

〃 

14：15

9：00～11：00

13：00

10：00

体 ほ ぐ し 体 操 教 室  

健 康 相 談  

リ ハ ビ リ 教 室  

転 ば ぬ 教 室  

体 ほ ぐ し 体 操 教 室  

健 康 相 談  

お 達 者 教 室  

食生活改善教室＆男の料理教室 

西淡保健センター 

南淡福祉保健センター 

三原保健センター 

緑保健福祉センター 

緑保健福祉センター 

緑保健福祉センター 

緑老人福祉センター 

西淡保健センター 
（☎37-3029） 

三原保健センター 
（☎43-5039） 

南淡福祉保健センター 
（☎50-2122） 

灘開発総合センター 
（☎56-0001） 

沼島総合センター 
（☎57-0001） 

7月　1日（金） 

7月　4日（月） 

7月　5日（火） 

7月21日（木） 

7月22日（金） 

7月23日（土） 

7月27日（水） 

7月28日（木） 

7月29日（金） 

7月26日（火） 

6月29日（水） 

7月12日（火） 

7月13日（水） 

6月30日（木） 

山添・川向・広田上・大丸・みどりが丘 
川向住宅・川向岡住宅 

中田・市場・県住緑広田・不藤・広田南・堂丸団地 

中筋・徳原・中山・長田 

神道・庄田・土井・安住寺 

五分一町・網屋町・谷川町・東十軒家 
西十軒家・浜町・うずしお台・仁尾・かるも 

築地・本町・東一丁目・西一丁目・二丁目・北納屋町 
南納屋町・備前町・仲之町・戎町・住吉町 

東本町・向谷・八幡（東・西・南・中・北）・立川瀬・西田・辻川原 

潮美台一丁目・潮美台二丁目・上町・下町・佐野 

北阿万全地区 

鍛治屋・賀集・野田・牛内・東山・生子・高萩・福井・福井北 

塩屋・中西・吹上・西町・東町・丸田 

南あわじ市全域 

沼島全地区（胃・子宮がんはセットされません。胃・子宮がんを 
受診される方は、すべての健診を灘地区でお受けください） 

緑保健福祉センター 
（☎44-3009） 

灘全地区・沼島全地区 

会　場 実施日 対　象　地　区 

7月8日（金） 

9月1日（木） 

9月2日（金） 

8月25日（木） 

8月26日（金） 

8月29日（月） 

8月30日（火） 

8月24日（水） 

9月3日（土） 

7月6日（水） 

8月23日（火） 

8月31日（水） 

7月7日（木） 

南あわじ市全域 
（健診最終日となりますので、混雑が予想されます） 

古津路・慶野・北浜・檪田・宝明寺・北方 
塩浜・江尻・高屋・戎旦寺 

市・十一ヶ所・徳長・新・三条・松本 
佐礼尾・難波・中島 

掃守・松田・流・委文・高・鳥井・立石・国分 
新庄・野原・徳野 

脇田・志知川・西路・奥・口・飯山寺・志知北 
志知南・志知・鈩 

大榎列・小榎列・西川・上幡多・山所・下幡多 

会　場 実施日 対　象　地　区 

湊全地区 

津井全地区 

阿那賀全地区・伊加利全地区 

馬回・寺内・大久保・入田・養宜中・養宜上 

社家・黒道・喜来・富田・地頭方・国衙 

浦壁・青木・福永・円行寺・小井・善光寺 

南あわじ市全域 

受付時間／午前8時～午前11時30分（沼島総合センターは、午前9時～午前11時30分） 
※歯周疾患・顎関節・口腔がん健診の受付  午前9時～午前11時 会場・日時 

健診（検診）内容と料金 

●気象状況により変更・中止する場合がありますので、ご了承ください。　●指定の日に受診できない方は他の会場・実施日でお受けください。 
●送迎バスは昨年通り運行します。詳細は受診票とともに送付します。 

健診（検診）名 対象者（年齢は平成18.4.1現在） 健診（検診）内容 料金（当日、会場でお支払いください）

基本健診…70歳未満1,300円

・心電図検査…40歳未満1,000円

・眼底検査…40歳未満700円

40〜70歳まで5歳刻み節目年齢 800円

※70歳も有料

無料

無料

無料

無料

1,500円

※70歳以上も有料

無料

500円

2,600円

※指定委託医療機関でお支払いください

①基本健診

②肝炎ウィルス検診

③肺がん・結核検診

④胃がん検診

⑤大腸がん検診

⑥歯周疾患・顎関節・口腔がん検診

⑦前立腺がん検診

⑧子宮がん検診

⑨骨粗しょう症検診

⑩乳がん検診
（医療機関で個別検診）

19歳以上

40〜70歳の5歳刻みの節目年齢
肝炎ウィルス検診を受けたことのあ
る方は受診できません。

19歳以上

40歳以上

30歳以上

19歳以上

50歳以上の男性

20歳以上の偶数年齢の女性

19〜59歳の女性

40歳以上の偶数年齢の女性

・問診、検尿（早朝採尿方法）、血圧、貧血検査、

　身体測定（身長・体重）、生化学検査（循環器系・

　肝臓・腎臓・糖尿・HｂA1c・痛風）

・保健指導により、さらに心電図・眼底検査・診察

血液検査（C型HCV抗体・B型HBs抗原）

※基本健診の血液検査と同時に行います。

胸部X線間接撮影

（必要者には喀痰検査・検診当日痰容器配布）

胃部造影間接撮影

便潜血反応検査（2日採便方法）

診察、相談、指導

血液検査（PSA検査）

※基本健診の血液検査と同時に行います。

子宮頸部（細胞診）

かかとの超音波測定

マンモグラフィ（乳房X線撮影）・視触診

●17年度から①～⑨の健診（検診）は同一日に受診できるようになりました。 
●受診票・結果表の都合上、同一日での受診をお願いします。（乳がん検診を除きます。） 
●申込み済みの方には6月中旬ごろに受診票を郵送いたします。 
●大腸がん検診の検体は、受診者本人がお持ちください。 
●乳がん検診は7月～12月の期間に指定委託医療機関にて個別受診になります。 

町ぐるみ健診のご案内 町ぐるみ健診のご案内 平成１７年度 

先ず健診 受けて安心 我が家は円満

健診は早期発見、早期治療、生活習慣の見直しのための大きなチャンスです。 
健康に自身のあるあなたも定期的に健診を受けて、健康づくりに活かしましょう。 

日 曜日 内 容  受付時間 場 所  

9 

23 

1 

2 

13 

27 

8 

10 

14 

15 

17 

21 

22 

24 

28

木 

〃 

水 

木 

月 

〃 

水 

金 

火 

水 

金 

火 

水 

金 

火 

金 

火 

3

7

13：30～14：00 

9：30～11：00 

13：30～14：30 

〃 

〃 

〃 

13：30～13：45 

〃 

〃 

13：30～13：45 

〃 

〃 

13：30～13：45 

〃 

〃 

13：15～13：30

13：15～13：30

三 原 保 健 セ ン タ ー  

緑 保 健 福 祉 セ ン タ ー  

西 淡 保 健 セ ン タ ー  

南淡福祉保健センター  

三 原 保 健 セ ン タ ー  

南淡福祉保健センター  

緑 保 健 福 祉 セ ン タ ー  

三 原 保 健 セ ン タ ー  

南淡福祉保健センター  

西 淡 保 健 セ ン タ ー  

三 原 保 健 セ ン タ ー  

南淡福祉保健センター  

緑 保 健 福 祉 セ ン タ ー  

緑 保 健 福 祉 セ ン タ ー  

 

2歳児歯科健診 
（平成15年3月生） 

育児相談 
（平成16年4月生） 
（平成16年11月生） 

1歳6か月児健康診査 
（平成15年11・12月生） 

10か月児健康診査 
（平成16年8月生） 

4か月児健康診査 
（平成17年2月生） 

強い歯・幼児フッ素塗布 
（平成14年3月・9月生） 

母親学級（前期） 

コアラ教室 

（　）は対象者です 6月の母子健康カレンダー 

■時間外診療病院 

曜日 病　　院　　名 曜日 

月 木 

火 
金 

水 

土 

病　　院　　名 

☎ 4 2 - 5 3 3 5  

☎ 4 2 - 5 3 3 5  

☎ 4 2 - 6 1 8 8  

☎ 4 2 - 6 2 0 0  

☎ 5 3 - 1 5 5 3

☎ 4 5 - 0 0 9 9  

☎ 4 2 - 6 2 0 0  

☎ 4 5 - 0 0 9 9

●平日は午後６時から午後１１時まで 
●土曜日は午後１時から 
　　　　　　　　   午後１１時まで 

平 成 病 院  

平 成 病 院  

八 木 病 院  

中 林 病 院  

南 淡 路 病 院  

翠 鳳 第 一 病 院  

中 林 病 院  

翠 鳳 第 一 病 院  

診察日 （昼）９：００～１６：３０ （夜）１９：００～２２：３０ 

6月5日（日） 

6月12日（日） 

6月19日（日） 

6月26日（日） 

高 田 育 明  

鈴 木 俊 示  

畑 田 卓 也  

穀 内 純 江  

医師 

医師 

医師 

医師 

橋 田 友 孝  

馬 部 樹 也  

大 鐘 稔 彦  

赤　池　賢次郎 

医師 

医師 

医師 

医師 

■休日応急診療所 （広域消防南淡分署横☎53-1536） 

木 

火 14

16

8：00～11：30

9：30～11：00

〃 

〃 

南淡福祉保健センター 

南淡福祉保健センター 

南淡福祉保健センター 

沼島総合センター 

変更 母子健康 リスト形式 １カ月間表示 

保健福祉 3カ月間表示 

※健康カレンダーは南あわじ市ホームページの 
イベントカレンダーで　　　　　　　　　　　　　　　　　  を指定し、　　　  ボタンをクリックするとご覧いただけます。 



　
淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
丘
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ガ
ー
デ
ン
に
は
、
三
十
六
種
類
、

約
四
百
本
の
バ
ラ
が
咲
い
て
い
ま

す
。
赤
や
黄
色
、
ピ
ン
ク
色
な
ど

の
華
や
か
な
色
彩
と
、
香
水
の
よ

う
な
気
品
あ
ふ
れ
る
香
り
が
漂
っ

て
い
ま
す
。
六
月
下
旬
ま
で
楽
し

め
ま
す
。 

　
こ
の
庭
は
イ
ギ
リ
ス
人
造
園
家

に
よ
る
設
計
。
ゆ
っ
く
り
と
英
国

式
に
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
花
や

噴
水
、
木
々
の
空
間
に
包
ま
れ
、

心
な
ご
ま
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

【作り方】 

①鶏肉は食べやすい大きさにそぎ切

　りし、小麦粉を薄くまぶす。 

②グリーンアスパラガスは皮の硬いと

　ころはむき、4センチの長さに切る。

　新たまねぎは2.5センチ角に切る。 

③フライパンに油を熱し、鶏肉を入れ、

　中火で焼き、きつね色に焼き色がつ

　いたら裏返し、同様に焼く。脇にアス

　パラガスとたまねぎを入れて焼く。 

④分量の調味料をまわし入れ、からめ

　る。 

（エネルギー　215kcal、塩分0.7ｇ） 

【材料】 

鶏もも肉　　２８０ｇ 

小麦粉　　　大さじ2 

油　　　　　小さじ２ 

　酒　　　　大さじ１ 

　砂糖　　　小さじ1 

　濃口醤油　大さじ1 

　みりん　　大さじ1 

グリーンアスパラガス 

　　　　　　１００ｇ 

新たまねぎ　１６０ｇ 

鶏のくわ焼き（4人分） 

季節の健康レシピ季節の健康レシピ食 

～男の料理教室より～ 

まちを彩る花
公園島あわじ 

相
撲
競
技
　
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
募
集 

企
画
部
国
体
推
進
室 

国
体
だ
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広報 

▲印刷物や看板などで利用 
　される「スローガン」 

バ
ラ

kokutai@
city.m

inam
iaw

aji.hyogo.jp

一
昨
年
開
催
の
静
岡
県
「
焼
津
か
ら
　
き
っ
と
い
い
風
　
い
い
出
会
い
」
 

昨
年
開
催
の
埼
玉
県
「
土
俵
の
輪
　
草
加
の
地
か
ら
　
広
が
る
和
」
 

本
年
開
催
の
岡
山
県
「
和
気
の
わ
　
人
の
わ
　
土
俵
の
わ
」
 

 

【
参
　
考
】 

　
本
年
八
月
二
十
一
日
（
日
）

の
相
撲
競
技
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大

会
「
第
四
十
四
回
全
国
教
職
員

相
撲
選
手
権
大
会
」
、
来
年
十

月
一
〜
四
日
に
開
催
す
る
「
第

六
十
一
回
の
じ
ぎ
く
兵
庫
国
体

（
相
撲
競
技
）
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
募
集
し
ま
す
。 

　
最
優
秀
者
一
名
に
は
「
は
ば

タ
ン
ぬ
い
ぐ
る
み
」
、
応
募
者

の
中
か
ら
抽
選
で
十
名
に
は
「
は

ば
タ
ン
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。 

　
最
優
秀
作
品
は
広
報

南
あ
わ
じ
で
発
表
し
ま
す
。 

　
応
募
方
法
は
次
の
と

お
り
。 

　
▽
ハ
ガ
キ
　
「
ス
ロ

ー
ガ
ン
」
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、

〒
６
５
６
│
０
５
９
２
南
あ
わ

じ
市
福
良
甲
５
１
２
番
地
　
南

あ
わ
じ
市
役
所
企
画
部
国
体
推

進
室
ま
で 

 

▽
Ｅ
メ
ー
ル
　
「
ス
ロ
ー
ガ

ン
」
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
明
記
の
上
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス 

　
　
　
　
　
ま
で 

 

▽
締
め
切
り
　
六
月
十
五
日

（
水
）
※
ハ
ガ
キ
は
十
五
日
の

消
印
有
効 
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